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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ──　王の間







　それは玉座だ。


　この世界の、すべてを統すべる者が座すわるべき、玉座。


　そこに彼は座っている。


「…………」





　そこは塔とうだ。


　とてもとても背の高い塔。


　天を穿うがたんばかりに突つきだされた尖せん塔とう。


　その一番高い部屋で、彼は座っている。


「…………」





　玉座の前には赤く塗ぬられた筋が延びている。


　筋は部屋の入口の扉とびらへと続いている。


　扉は開かれているが、その先はもう、外だ。


　天と、空と、そして人がいなくなった街並みが広がっている。


　そう。


　その街には。


　この国にはもう、人はいない。


　ここにいるすべての人間の命を媒ばい介かいして発動する、呪のろいを動かしているから。


　だからここには人がいない。


「……いや、そもそも」


　いつも自分の周りには誰だれもいないのだが。


　いつも独りで。


　いつも孤こ独どくで。


　だから彼はいつも、寂さみしがっていて。


「…………」


　彼は悲しげな顔で、外を見つめる。


　生者のいない、城下街を見下ろす。


　するとそこで、声が響ひびく。


　それは部屋の中で響いたのか。


　それとも自分の頭の中で響いたのか。


　それはわからない。


　しかし声が響く。


　声が響く。


　その声に、彼はけだるげな顔を上げる。綺き麗れいになでつけられた黒い髪かみに、緩ゆるんだ、それでいてなにもかもをあきらめたような冷たい、黒い瞳ひとみ。


　その瞳をあげる。


　するとそこには奇き妙みような生き物がいる。


　玉座の間の、天てん井じようからぶら下がるようにして、奇妙な化物がいる。


　そしてそいつが言う。


「やぁやぁ、やっと君とちゃんと話せるね、異界の化物君」


「…………」


「ここまでくるのには、それなりに苦労したんだよ。僕のその苦労が、君にわかるかい？」


「…………」


「まあ、ここまでこられたからには、苦労話の過程をどうこう伝えるつもりもないけどね。それじゃあこれから少し、僕と付き合ってもらおうと思うんだけど、いいかな？」


「…………」


「もちろんいいよね。君はいつも寂さびしがり屋やだから。こんなひ弱な僕とでも、話がしたいだろう？　誰かが恋こいしくて、恋しくて、恋しくて、仕方がないんだもんねぇ？」


「…………」


「だから醜みにくく、卑ひ小しような僕の声にも耳を傾かたむけてくれる。僕を殺さず、好きにさせる」


「…………」


「じゃあ、そろそろ始めようか。僕らの世界を始めよう」


「…………」


　とそこで、天井から奇妙な化物が降りてくる。


　そいつには腕うでが八本ある。


　瞳が十二もある。


　その瞳のうち、七つが扉の向こうへと向けられて、


「君のやっかいな親友君が君を取とり戻もどしにくるまえに、僕は頑がん張ばって君を口説かないと」


　そして残りの瞳をこちらへと向け、


「ね、ライナ・リュート君」


　と、言う。


　そしてそれに、彼は。


「…………」





　ライナは──
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　ライナが拉ら致ちされた。


　レムルス帝てい国こくに棲すむ化物に奪うばわれた。


　それに、


「くそっ！」


　そう、シオン・アスタールは叫さけびそうになり、しかしその声をぐっと呑のみ込んだ。


　そして胸を押さえる。


　胸の奥で、ナニかがざわつくのを感じる。


　それは自分の感情なのか、それとも自分の中に取り込んでいる『勇者バケモノ』の感情なのか、それはわからない。


　だが、ひどく胸がざわつく。


　吐はき気けがするほどにざわつく。


　しかしシオンはそれを無視して、眼前に広がっている光景を見下ろす。


　数万のレムルス帝国の兵たちが大地に跪ひざまずき、背中から紫むらさき色いろの腕を七本、生やしている光景。


　青から蒼あおへ。


　蒼から碧みどりへと空が明めい滅めつする光景。


　おそらくこのすべてが、レムルスの行っている魔ま法ほうだろう。


　ライナを喰くうために。


　ライナの中にいる、悪魔を喰うために起動された、魔法。


　それに、


「……ふざけやがって」


　と、呟つぶやく。


「あれは俺のものだ」


　と、彼は呟く。


「ライナは、俺の……」





　餌えさだ──





　と、そう言いかけて、彼は顔を歪ゆがめる。そして自分の胸をどんっと叩たたく。ここのところ静かになっていた、彼の中にいる『勇者バケモノ』が急に目を覚まし、シオンの意識を奪おうとしてきて。


「…………」


　彼は全身を震ふるわせて、それに抵てい抗こうする。


　体中が痛み、軋きしむ。


　意識を消し飛ばされてしまいそうな苦痛が、全身を駆かけ巡めぐる。


　しかしそれに彼は、必死に耐たえる。


　ここで意識を失うわけにはいかないのだ。


　ここは戦場で。


　敵地のど真ん中で。


　部下たちはみな、恐きよう怖ふを感じている。


　当然だろう。


　こんな不気味な光景を見せられて、怯おびえない者などいない。おまけにこの、目の前に跪き、背中から腕を生やしている兵たちの症しよう状じようは、感かん染せんするのだ。


　すでに数千のローランドの兵たちが、レムルス帝国の兵に近付きすぎたために、同じ状態になり、動かなくなってしまったのだという。


　さらにレムルスが発動している魔法の、詳くわしい効果や、範はん囲いもわかっていない。


　いまは近付くと感染する、という状じよう況きようだが、もしかしたらその効果の範囲はさらに広がるかもしれない。


　すぐにでもこの状況を打開する必要がある。


　正しい判断を下す必要がある。


　だから、


「…………」


　彼は痛みをこらえる。


『勇者アスルド・ローランド』からの侵しん蝕しよくを、必死に拒こばむ。


「ぐ」


　と、息が漏もれるようなうめき声をあげ、右手を馬の首へとつく。たてがみの部分に触ふれ、それをつかむ。痛みを我が慢まんするようにぎゅっと強く握にぎる。馬がそれに、くぅっとかすかな声をあげ、シオンは申しわけなさそうに少しだけ微笑ほほえむ。


「……ごめんな」


　しかしそこで少しだけ、『勇者』の力が弱まるのを感じた。シオンの意識を奪えないと思ったのか、『勇者』からの侵蝕が少しだけおさまる。


　それにもう一度ふぅっと息をつき、顔を上げる。


　目の前には相変わらず異様な景色が広がっている。


　人の命を生いけ贄にえに捧ささげて、この、世界のすべてを呪のろおうとしているような、そんな光景が広がっている。


　そしてシオンたちはいまから、その生贄に捧げられた人間たちを、『忘却欠片ルール・フラグメ』で薙なぎ払はらおうとしていた。


　まだ、彼らが生きているのか、死んでいるのかも判断できていないのに、無む抵てい抗こうな相手を『忘却欠片ルール・フラグメ』の火で消し飛ばしてしまおうとしていた。


　それが必要だから。


　前に進むためには必要なことだから。


「……くそ」


　彼は無表情のまま、そう言う。


「……くそ、くそ」


　誰だれにも聞こえないように、そう言う。


　そしてそのまま、馬を前に出そうとする。


　自分も向かうのだ。


　この高台の下へと。


　レムルス帝国の兵たちが跪いている場所へと。


　とそこで、『忘却欠片ルール・フラグメ』発動の準備をしにいったミラーの代わりに、ミラーの部下が伝えてくる。


「陛下、面会者たちはいかがいたしましょうか？」


　それにシオンは振ふり返かえる。


　少し離はなれた場所にいる、自分が率いてきた兵のほうへと目を向ける。


　そこにはどういうわけか、フェリスと、キファが面会を求めてやってきているのだという。


　というよりも、ライナがレムルスに拉致された、という情報を持ってきたのが、彼女たちだった。


　フェリスと、キファ。


　フェリスと、キファ。


「…………」


　それは、こんな呪われた光景ばかりが広がっている場所で響ひびいていい名前ではなかった。


　かつての仲間の名前。


　かつてまだ、世界がこんなふうじゃなかったころに知りあった仲間の名前。


　なにもわかっていなかった自分が、馬ば鹿かみたいに一いつ緒しよになって笑えてたころの名前。


　そしてシオンはそれを捨てた。


　彼女たちを裏切った。


　いや、すべてを裏切ったのだ。


　ライナを、キファを、ファルを、タイルを、トニーを、フェリスを。


　いままで出会った仲間たちを裏切り、捨てて、それでも前に進んでいる。


　そしてまた。


「…………」


　また、彼は裏切るのだ。


　いまからフェリスと、キファの前で、彼は無抵抗の敵を、殺す。


　数十万人の人間の命を平気で奪う。


　そんなのはもう、人の所しよ業ぎようじゃない。


　そんなことをするのは、人の外にいるバケモノだけだ。


　そしてその姿を、彼女たちに見せる。


　人を殺して、殺して、殺して。


　しかし涙なみださえ見せない強い『王バケモノ』の姿を見せる。


　それに、


「……はは」


　と、彼は笑った。


　楽しげに笑った。


　顔を歪めて、泣きそうな顔で、しかしそれでも楽しそうな声で笑った。


　すると部下が、


「陛下？」


　と聞いてくる。


　それに彼は表情を消す。振り返る。部下へと命じる。


「面会者を私の前に連れてこい。一緒に、レムルス帝国に連れていく」


　するとそれに部下が頭を下げる。


　そして走りだす。


　フェリスとキファが、ここにやってくる。


　大量殺さつ戮りくを決断した自分の前にやってくる。


　それにシオンは、


「…………」


　自分の表情が変わらないように。


　決して動どう揺ようしないように気を引き締しめてから、再び高台から降りようとする。


　だがそこですぐに、


「シオン！」


　という、声が上がった。


　女の声だ。


　そしてその声には聞き覚えがあった。


　シオンが所属していた、ローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学院にいた女の声。


　ライナのそばでいつも笑っていた女の声。


　エスタブール王国からの間者スパイで、泣きながら仲間を裏切った女の声。


　キファだ。


　キファ・ノールズ。


　それにシオンは振り返る。


　するとそこにはやはり、キファがいる。赤い髪かみに、知性が宿った髪と同色の瞳ひとみ。


　彼女はいつも明るくて、かわいらしくて、学院ではずっと人気者だったのだが。


　しかしいま、シオンを見る彼女の顔は、緊きん張ちようしている。


　ここにきたのが正しい選せん択たくだったのか、それとも違ちがったのか、それを判断するかのように、少しだけ警けい戒かいするような顔でこちらを見ている。


　そしてそれは正しい反応だと、シオンは思った。


　なぜなら間違いだから。


　こんな人の外にいるバケモノに助けを求めるのは、間違いだから。


　シオンはキファを見る。


　そしてさらに、その後ろにいる金きん髪ぱつの女の姿を見つける。


　フェリス・エリスの姿だ。


　相変わらず異常なまでに美しい、しかし無表情な顔。感情を映さない、青く澄すんだ瞳。


　その瞳が、こちらを見上げる。
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　シオンの姿をとらえる。


　すると一いつ瞬しゆんだけその瞳が揺ゆらぎ、しかしすぐにまた、感情が消える。


　そしてフェリスが言った。


「久ひさし振ぶりだな、馬鹿王」


　それにシオンはフェリスのほうを馬上から見下ろし、目を細める。


「ああ、そうだな。で、なんの用だ？」


　冷たい声こわ音ねで、そう言う。


　するとキファの足が止まる。全身を警戒させるのがわかる。


　しかしフェリスは気にせずそのままキファの前に出てきて、


「用はすでに伝えた。ライナがレムルス帝国からきた異形の化物に捕とらわれたんだ。一緒に救出にいくぞ」


　なんて、言ってくる。


　もう、ライナが拉ら致ちされた、という事実を言っただけでシオンがすぐに協力すると信じきっているような顔でフェリスはそう言ってくる。


　それにシオンは顔をしかめそうになり、しかしやはり、表情にはそれを出さない。


　ただ、冷たい視線をフェリスへと向けたまま、


「おまえが言いたいことは、わかった。だが、なぜ俺がライナを助けにいく？　ライナはいまや、ローランドと敵対してる国の王だぞ？　それをなぜ……」


　が、そこでフェリスが、


「うるさい。さっさといくぞ」


　なんて言う。


　そしてこちらに近付いてくる。


　それにシオンはうんざりしたような顔を作り、ため息をつく。無理矢理相手を馬鹿にするような表情になって、


「……うるさい、か。はは、フェリスは相変わらずだな。だが、君は勘かん違ちがいしているよ。俺たちはもう、敵同士だ。その敵である俺に対して、スフェルイエット民国にいま、ライナが──悪あく魔ま王がいない、という情報を与あたえる、というのは、どういうつもりかな。それが君たちの国にとっていったい、どれほど……」


　しかしそれもやはり無視して、フェリスが言った。


　いや、いきなり怒ど鳴なった。


「うるさいと言っている！　茶番は終わりだ。ライナが化物に拉致されたんだぞ！　なら、おまえは助けにいく！　少なくとも私の知ってるシオンはそういう奴やつだ！　違うか？」


「…………」


「違うのかっ!?」


「………………前とは、状じよう況きようが違うよ」


　と、シオンは言う。自分でも驚おどろくほど弱々しい声音で、彼はそう言う。


　だがフェリスは止まらない。なんの迷いもない顔で真まっ直すぐこちらに進んできてしまっていて。


　それにシオンは言う。


「止まれ」


　だが彼女は止まらない。


「それ以上俺に近付くな」


　しかし彼女は止まらない。


　それにシオンは手をそっと差し出し、


「止まらなきゃ、殺すよ」


　と、言う。


　するとフェリスはそれにあっさり、


「やればいい。だが、その代わりそのときは、責任を持っておまえがライナを助けろ」


「…………」


「さあやれ。殺せ。そして早くライナを助けにいけ」


「…………」


「時間がないんだ。早くやれ」


「…………」


「早くやれと言っている！」


　と、怒鳴る。


　そしてそれに、


「…………」


　シオンは顔を歪ゆがめて手を下ろした。


　それにフェリスが言う。


「なんだ、できないのか。できないなら最初から殺すなどと言うな。ほんとは弱いくせに、泣きそうな顔で強い振ふりをするんじゃない」


　なんて言われてしまって、シオンは笑った。くっくと笑った。自分のあまりの弱さに。自分のあまりのふがいなさに、彼は笑った。


　そして顔を上げる。それから、「泣きそうな顔なんてしてないよ」なんて、抗こう弁べんしようとする。


　しかしそこで、別の使者がやってくる。


　やはりそれもミラーの部下だ。馬を飛ばして、シオンの側そばまでやってきて、報告してくる。


「『忘却欠片ルール・フラグメ』の用意が終わりました。陛下の合図を待って、『魔獣消しエルアムス』を放ちます」


　と言う。


　それにシオンはうなずき、


「すぐいく」


　そう答える。


　しかしさらにその部下は、他の報告もしてくる。懐ふところから一通の書簡を取り出す。


　それにシオンは聞く。


「それはなんだ？」


　すると部下が答える。


「陛下への書状です」


「どこから？」


「スフェルイエット民国からのようです」


「……ヴォイス・フューレルか……」


　と、シオンは呟つぶやく。


　おそらく、今回のフェリスやキファの動きは、ヴォイスの計画を無視したものだったのだろう。


　いま、スフェルイエット民国にライナがいない、という事実は、絶対に外部に漏もらしてはならない情報のはずだからだ。


　それを敵国であるローランドの王に伝えるなどというリスクを、ヴォイス・フューレルが許すはずがない。


　つまりいま、フェリスやキファはスフェルイエット民国からは追われているはずで。そしてこの二人はそれでもシオンを信じて、ここにきたのだ。


　だからヴォイスは、その言い訳をするために書状を送ってきた。


　おそらくは、フェリスやキファはライナを捜さがしてそっちにいったが、すでにライナ・リュートはヴォイスにより見つかり、スフェルイエット民国にいる──というような噓うその情報を流すことによって、こちらの行動を牽けん制せいするつもりだろう。


　それにシオンは手紙を受けとる。そして部下に聞く。


「使者は？」


「後方部隊で、捕らえております」


「連れてこい」


「はっ」


　そして部下が下がる。


　とそこで、もうすぐ近くまできていたフェリスが言う。


「いったいなにがあった？」


　続いてキファが、


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　なんて聞いてくる。


　しかしそれを無視して、シオンはその手紙を開く。


　するとそこには、こんなことが書かれていて。





『シオンさんへ。


　キファ・ノールズです。いまフェリスさんと一いつ緒しよにいます。


　ええと、その、いろいろなことがありすぎてしまってもう、なにから話したらいいかと困ってしまうのですが、まずは気持ちだけ伝えさせてください。


　私はあなたを信じています。


　あのとき。あのひどい国で──私は姉を殺され、妹を人ひと質じちに取られ、おまけにみんなを裏切っていたけれど……でも、それでもライナに出会い、あなたに出会い、そしてみんなで笑ったり、泣いたりしたことをいまでも思いだします。


　一緒に訓練したときのこと。酒場で笑ったときのこと。寮りようで話したときのこと。


　普ふ通つうの女の子のように、笑ったり泣いたり、恋こいをしたときのこと。


　そして、あなただってまだ子供で、力がなかったのに……必死になって私たちを守ろうとしてくれていたときのこと。


　みんながみんなで必死に生きていたときのこと。


　もう、あれから月日が経たってしまったけれど。そして私たちはたくさんのものを失って、どうしていま、こんなふうになってしまったのかはわからないけれど。


　でも、それでも私は、あなたを信じてます。


　フェリスさんもあなたを信じると言ってます。


　ライナなんか、嫉しつ妬としちゃいそうになるほど、シオンさんのことばっかり考えてる。


　だから、手紙を書きました。


　あなたに手紙を書きました。


　私たちを、助けてください。


　いま、ライナがヴォイス・フューレルに陥おとしいれられてしまって、ピンチなんです。でも私たちの力じゃローランドにいくことができない。だから助けにきてください。


　いま、私とフェリスさんは、ハイルムス共和国のスル村の宿屋に伝令役をおいています。そこに連れん絡らくをください。宿は一つしかありません。そしてそこから私のところへ連絡が取れるようになっています。


　あなたがきてくれることを信じています。


　もう一度一緒に。


　あのとき私は裏切り者だったけれど、もしあなたがきてくれるなら、もう一度一緒に、世界と戦ってみたいです。


　連絡待ってます。




キファ・ノールズ』







　手紙には、そう書かれていた。


　ライナが、ヴォイス・フューレルに陥れられ、危機的状態だ、と、書かれていた。


　レムルス帝てい国こくに拉ら致ちされたのではなく、ヴォイス・フューレルによって陥れられたので、助けにきてくれ、と、書かれていた。


　そしてその手紙の内容は、信用に足るものだと思った。


　キファの言葉は胸を打つ。タイルやトニー、ファルのことを思いだして。ライナたちと笑いあったときのことを思いだして。


　まだ、世界の暗くら闇やみがどうなっているのかを知る前の、青い理想を信じていたときのことを思いだして。


「…………」


　なにより、ライナがヴォイス・フューレルに陥れられてピンチだ──という文章が、キファらしいと思う。


　キファは頭がいいのだ。当時、ローランド帝国王立軍事特とく殊しゆ学院の中でも、彼女はすべての教科で平均的に高得点を取っていた。


　そしてそんなキファが、ライナをレムルス帝国に拉致されたとして、素す直なおにここにくるだろうか？


　いま、スフェルイエット民国は、ゲイルフィックラントの兵百万の命を奪うばった『悪あく魔ま王ライナ・リュート』の名前によって、他国からの侵しん略りやくを防いでいるのだ。


　なのにいま、スフェルイエット民国にライナがいない、という事実を、キファがあっさりローランドに伝えるだろうか？


　いくらかつての同級生で、信じていたからといって、すぐにその事実を伝えるだろうか？


　仮に助けを求めるとしても、この手紙の内容なら、いい。


　ライナがヴォイス・フューレルに陥れられたのなら、ライナはまだスフェルイエット民国にいるが、しかし危機的状じよう況きようだから助けてくれと言える。


　おまけにヴォイスは、『女め神がみ』どもと契けい約やくしている。ライナが『女め神がみ』どもに陥れられた、という情報も、こちらに伝えることができる。それで十分、こちらの関心を引くことはできる。


　もしもレムルス帝国に連れ去られていたとしても、シオンに連絡を取るためだけならば、別にそれを素直に言う必要はないのだ。


　だからこの手紙はきっと、本物だろう。


　これはキファが出してきているものだろう。


　しかし、それなら、


「…………」


　と、シオンは顔をあげ、目を下へ向ける。


　もう、彼が乗っている馬に触ふれることができるほどに近付いてきている、二人の女の姿へと目を向ける。


　フェリスと、キファのほうへ。


　するとキファがにこっと笑って、言った。


「あれ、その全然優やさしくなくなっちゃった顔……なんでかわかんないけど、もしかして……バレた？」


　続いてフェリスが言う。


「でもだいじょーぶ。もう遅おそいよーん」


　そしてフェリスは腰こしの剣けんを引ひき抜ぬく。しかし鞘さやから現れたのは剣じゃなかった。


　腕うでだ。


　紫むらさき色いろの、細い腕。


　レムルス帝国の兵たちの背中から生えている紫色の腕が、ワシャワシャと何本も鞘から抜けだしてきて、それがシオンのほうへと、


「なっ、くそ」


　それにシオンは反応する。


　馬の背を蹴けって、後方へと跳とぶ。地面を転がり、すぐに体勢を立て直す。


　前を向く。


　するといまの攻こう撃げきで、馬の上半身が消し飛んでしまっている。


　しかしその上半身からは血が流れない。


　ただ、その切断面から無数の紫色の腕が生えだして、それがワシャワシャと動く。手を繫つなぐ相手を探すように、蠢うごめく。


　そこで他の部下たちがこちらの様子に気づく。


「陛下！」


　と叫さけぶ。


　それをシオンは制止するように手をあげ、


「近付くな！　これは俺が対処する！」


　と、怒ど鳴なった。


「ですが」


「近付くなと言っている！」


　と、さらに声を大きくして、叫ぶ。やっと、部下たちが止まる。それを確認してから、シオンは立ち上がる。


　そして腕が生えだした半身のない馬と、その横に立つ、フェリスとキファの姿を見る。


　二人はへらへらと笑っている。シオンが見たことのない顔で、楽しげに笑っている。


　それに、


「……レムルスか？」


　と、聞く。


　すると、キファが──いや、キファの顔をした、ナニかが答える。


「そー」


「……で、俺になんの用だ？」


　それに、フェリスが笑う。あははと笑う。フェリスとは思えないほどに楽しそうに笑って、


「なんの用って、今日、この日のために僕はたくさんたくさん策略を張はり巡めぐらせてたんだよ？　だから用もたくさんあるよ～」


　なんて言う。それから腕が生えた剣をくるりと回す。すると腕が真まっ直すぐ一本の剣状へまとまり、それをするりと鞘に戻もどす。


　それにシオンは言う。


「剣を収めるということは、戦うつもりはないのか？」


　その問いに、フェリスが肩かたをすくめ、


「当然。真正面からやりあって、戦いく神さがみの君に勝てるだなんて思ってないよ。君がまだ、アスルードと完全に一つになってなかったとしても……」


　続いてキファが、


「でももう、君は僕の術中の内だけどねー。見てよこれ」


　と言って手をあげる。そして高台の下に広がる、大地に跪ひざまずく数万のレムルス帝国兵を指し、


「壮そう観かんだろう？　レムルス帝国の『ニンゲン』全部を生いけ贄にえに呪じゆ術じゆつを使ってやった。ここまでもってくるのにいったい、どれほどの月日がかかったと思う？　今日、ここに至るまでにどれだけ僕が時間をかけたと思う？」


　なんて言う。


　それにシオンはキファをにらみ、


「興味ないな」


　と答える。


　するとフェリスがあははと笑い、


「だよねー。君はいつもそう。下等な『這はい神がみ』の言うことなんかに、興味を示さない。でも聞いてよ。ここが僕の集大成なんだから」


「……ルシル」


「９９０年だ。この世界が始まって今日まで、それだけの時間を今日という日のためだけに使ってきた」


「……ルシル、返事をしろ。あいつを始末する」


「タイムリミットは１０００年だから、間に合わないかとも思ったけれど、ちゃんとここまでこられた。おまけに今日は晴れ。この世界を見守っている神様みたいなのがいるのなら……僕や、『勇者』、『悪魔』や、『女め神がみ』たちとは違ちがう、なにか神秘的なものがいるのなら、この青い、蒼あおい、碧あおい空は、僕のことを祝福……」


「聞こえないのかルシル！　ルシル・エリス！」


　と、シオンは叫ぶ。


　だが返事はない。


　そしてそれに、キファが──いや、レムルス・レムルド・アークエドが笑って、


「だから僕はさっきから言ってるだろう？　今日のためだけに、僕は生きてきたんだ。本当に今日、この日のためだけだよ？　なら、君が僕を出し抜ける道理はないじゃないか。どれだけ君が強大な力を持っていたとしても。狂くるったような絶望を抱かかえていたとしても──今日、この日だけは君の思うとおりには進まない──と、長～い言い回しで言ったけど、つまりはまあ、ルシル君は出てこられないってことね？」


　なんて、言う。


　それにシオンはレムルスのほうを見つめ、


「……そうか。だがルシルがいなくても、俺はおまえを殺せる」


　と言う。


　手を差し出す。


　そして自分の体の中に潜ひそむ狂きよう気きを、その手へと集める。


　すると手からは、一本の黒い剣が生まれる。


　呪のろわれた剣が。


　すべてを破は壊かいし尽つくすためだけに生まれた剣が。


　しかしそれに、レムルスはまた笑った。


「その剣でどうする？」


「おまえを殺す」


「僕はここにいないよ？　前にきた、カルネ君のニセモノと同じ。ここにいるのは僕の幻げん術じゆつだ。その幻術を消し飛ばして、勝ったーって笑うのかい？」


「…………」


「おまけにこの姿は──この、フェリスちゃんとキファちゃんの姿は、前にカルネ君の姿で君を襲おそったときに君の脳内から手に入れた情報だ。だから本物に見えただろう？　なにせこれは、君の中にあったキファちゃんとフェリスちゃん像だからね～。おまけに彼女たちは、君が望んでいる言葉を言ってくれる。君が心の中で言ってもらいたいと思っている言葉を言ってくれる。それをもう一回言ってあげようか？　もう一回、君が望む言葉を言ってあげ……」


　が、そこでシオンは言った。


「剣よ」


　するとそれに生みだされた黒い剣が飛ぶ。


　へらへらとくだらない言葉を吐はきだすキファのほうへと飛ぶ。


　剣が当たる。


　するとキファの体が消し飛ぶ。


　しかしそれに、横にいたフェリスが笑って、


「じゃあさっきの言葉をフェリスちゃんの声で、もう一回言ってやろう～──無む駄だなことやめろと言っている！　茶番は終わりだ。ライナが化物に拉ら致ちされたんだぞ！　なら、おまえは助けにいく！　少なくとも私の知ってるシオンはそういう奴やつだ！　違うか！　違うのかぁあああ～って、さぁ。君は言われたいんだろう？」


「黙……」


「あはははははははは、ほんとは弱虫なのに、みんなを遠ざけて強がってるんだもんねー？　ほんとはみんなと仲良くしたいのに、一いつ生しよう懸けん命めい強がっ……」


「黙だまれと言っている!!」


　そう叫んで、シオンは再び手を差しだす。そして力を生みだす。それはさっきよりも大きな力だ。目の前の景色がすべて消え去ってしまいそうなほどに、大きな力だ。


　そして力を使えば使うほど。


　この、『堕ちた黒い勇者アスルード・ローランド』の力を使えば使うほど、自分は人ではなくなっていく。


　人間味を失っていく。


　人ではなくなっていく。


　なのに。


　もう、人から遠く離はなれてしまっているのに、なぜ、


「…………」


　こんなにも胸が痛いのかが、わからなかった。


　フェリスの姿をした化物の言葉に、心を痛めつけられてしまうのかが、わからなかった。


　だからシオンは、必死に我が慢まんする。


　顔を歪ゆがめそうになるのを、必死に我慢する。


　そして手を差し出し、


「剣よ、あいつを、消せっ！」


　そう叫んだ。


　すると剣けんが飛ぶ。フェリスに当たる。フェリスと、馬と、それからその周囲の空間が歪んで、消える。


　なのに背後で、


「だから無駄だって言ってるじゃないか。ここにいる僕は幻げん覚かくなんだからさぁ」


　なんて声があがる。


　しかしそれは、フェリスのものでも、キファのものでもなかった。


　男の声。


　それも、よく知っている、一番大切な仲間の声。


　ライナの。


　ライナ・リュートの声で。


「…………」


　シオンは背後を振ふり返かえる。


　するとそこにはライナがいる。


　寝ねぐせのついた黒い髪かみに、眠ねむそうに緩ゆるんだ瞳ひとみ。やる気のない、そしてすべてをあきらめたような顔。


　そしてシオンはその顔に、魅ひかれたのだ。その姿に、憧あこがれたのだ。


　本当は優やさしいのに。


　人に好かれたいのに。


　なのに呪われた瞳のせいで、そのすべてをあきらめてしまっている彼の姿に。


　なにもかもをあきらめてしまっているのに、それでもまだ、優しいままの彼の姿に。


　その、ライナを見て、


「…………」


　シオンはもう、なにも言えなくなってしまう。


　そしてそれに、ライナが笑う。ライナの姿をしたレムルスが笑う。


「あは、ニセモノだとわかってても、その反応なんだ。それはよっぽどだねぇ」


「…………」


「じゃあこの姿で君が望む言葉を言ったら、君はもう、感動で死んじゃうんじゃないかな？」


「…………」


「言おうか？　言ってあげ……」


「黙れ」


「言ってあげるよ」


「黙れ黙れ黙れ！」


　と、シオンは腕うでをあげる。そしてその、ライナの口を塞ふさごうと拳こぶしを振るう。


　しかしその腕をライナはつかみ、そしてにっこり笑って、


「もういいんだ、シオン。そんなに独りで頑がん張ばらなくていいんだ。あとは俺がやるから。おまえの苦く悩のうは全部……」


「黙……」


「全部俺が担になってやるから、休め」


　と、ライナが言った。


　休めと。


　もう頑張らなくていいと。


　そしてそれにライナは笑って、言った。


　だがそれはもう、ライナの声じゃなかった。レムルスの声。少し甲かん高だかい、レムルス・レムルド・アークエドの声。


「……弱い、君はあまりに弱いねぇ。でもシオン君、弱いことを僕は、悪いことだとは思わないよ。神じゃないんだ。完かん璧ぺきな破壊も、完璧な愛も、完璧な欲よく望ぼうも、完璧な絶望も、この世には存在しない。みんな弱いんだ。特にニンゲンどもは──あ、君たちのことだけど、君たちニンゲンは、どういうわけか、その弱さの中に、一番大きな強さを持っている。世界の理ことわりを歪めてしまうほどの、強さを」


　それにシオンは顔をあげ、ライナの顔をしたレムルスをにらみ、


「……いったいおまえは、なにがしたいんだ？」


　吐きだすように、言った。


　しかしそれに、レムルスは肩かたをすくめて、


「君を救ってやろうと思って」


「救う？」


「そう。もう、頑張りすぎて疲つかれ果てている君を、救ってやろうと思って──いや、君だけじゃないよ。ライナもだ。君と、ライナの背中にある重荷を、代わりに僕が背負ってやる。だからもう、休めよ」


　と、レムルスが言った。


　ライナの顔で言った。


　そしてその言葉が、頭の中で響ひびく。


　休め、休め、休め。


　そして。


　進め、進め、進め。


　その言葉の渦うずが頭の中に鳴なり響き、


「…………」


　なぜか自分の中の力が、抜ぬけていきそうになってしまう。こんな化物の戯たわ言ごとに、なぜかそのままくずおれて、地面に膝ひざをつきそうになってしまう。


　しかしそれを必死に隠かくして、彼は顔をあげる。そしてライナをにらみつけ、言った。


「……化物と会話や取り引きをするつもりはない」


「あはは、まあ、そう言うと思ってたけどね。君はいつもそうだから」


「なら、なぜここにきた？」


　するとそれに、ライナはシオンの腕を放す。ライナの腕が、自分から離れる。そしてそのまま一歩下がる。


　やはり眠そうな、人を小こ馬ば鹿かにしたようなやる気のない顔で、


「君を僕の城にご招待しようと思ってね」


　などと言う。


　そして懐ふところから一枚の紙を出す。紙をこちらへと投げてきて、言う。


「僕はそこにいる。だから会いにきてよ」


　それにシオンは紙を受けとる。すると紙には地図が描えがかれている。恐おそらくはレムルス帝てい国こくの地図だ。地図の中心には塔とうがあり、その塔に赤で丸がされ、ご丁てい寧ねいに『ここ』という文字と、矢印まで書きこまれている。


　シオンはその地図をつまらなそうな顔で見下ろし、それから、


「何度も言わせるな。醜みにくい化物と取り引きをするつもりは……」


　ない、と、言おうとした。


　しかしライナはそれを遮さえぎって、笑う。笑いながら言う。


「噓うそだね。もうわかってるんだろう？　僕はライナを人ひと質じちに取ってる」


「…………」


「ほら、この空を見て、もう気づいてるんだろう？　普ふ通つうの『ニンゲン』どもには見えないだろうけど、君は感じてるはずだ。世界の色が変わろうとしてるのを。いままであったルールや理ことわりが変わろうとしてるのを、感じてる。だから君はそんなにも弱っている。感じてるから。僕がやろうとしていることを感じてるから。君がこなければ、僕はライナを……」


　それにシオンは言った。


「……喰くらうつもりか？」


　するとライナは笑う。そして指をあげ、シオンの背後を指して言う。


「君の後ろのあれ。レムルス帝国に棲すみついていた『ニンゲン』ども、全員を使ったあの呪のろい──それはそのための呪いだ。強大な悪あく魔まを喰らうための呪い。悪魔を喰らうためには、あれだけの力が必要だった」


「…………」


「で、それを防ぎに君は僕のところへくる。独りでね。独りでこなければ、僕は君には会わない」


「…………」


「まあ、ニンゲンの仲間を連れてきたところで、僕のところにはこられないけどね～」


「…………」


「というわけで、僕は塔の上で待ってるよ。向こうで話をしよう。君と、ライナと、そして僕の三人で。じゃあまたあとで」


　と、ライナは手をあげて、こちらにひらひらと振る。


　それから踵きびすを返し、歩きだす。


　ライナが離れていく。


　レムルスが離はなれていく。


　そしてその後ろ姿をシオンはしばらく、無言のままにらみすえてから、


「……俺は」


　いかない、と、言おうとした。


　だがまた、ライナがそれを遮り、言う。


「くるよ」


「…………」


「君はくる。だって、ライナのことが大切で大切で仕方ないんだろう？　彼は君が持っていないものを持ってるから」


「…………」


「それとも僕が、ライナを拉ら致ちしてる、という情報が信じられないかな？　すべては君を陥おとしいれるだけの罠わなだと、そう思う？　もしもそう思ってるなら、こないかもしれない。君は賢かしこいから、くることができないかもしれない。でも、残念ながらライナは僕の手の内だ」


　と、ライナは振り返る。


　しかし振り返ったときにはもう、そいつの顔はライナのものではなかった。


　そこにいるのは、銀色の長い髪に、ひどく疲れた金の瞳を持った男だった。


　自分だ。


　シオン・アスタールがそこにはいて。


　そしてその、偽にせ者もののシオンが言う。


「この姿で会いにいったら、ライナはあっさり僕の罠に落ちて、ついてきたよ」


　そんなことを、言う。


「本当に仲がいいんだなぁ。いまは一番の敵同士のはずなのに、どうして君たちはいつもいつも、そうなんだろうねぇ」


　と笑う。


　偽者の自分が笑う。


　偽者のシオン・アスタールが笑う。


　それから、


「まあ、君がこないならこないでもいいんだ。僕がライナを喰って、それで終わりだから。でもできれば今回の計画には君にも参加して欲しいから、誘さそった。どうするかは君が決めればいい。ライナを助けたいなら、おいで。そしてどうでもいいなら……」


　と、そこで言葉を止め、偽者のシオンはこちらを見つめると、


「……君は、悲しいくらいに強いねぇ」


　と、寂さびしそうに笑った。


　そしてその笑顔が、急に溶とけ始める。皮ひ膚ふや服が液状化し、そのまま地面へと崩くずれていって、地面に球のようなものが落ちる。


　カルネのときと同じだ。あの球が、レムルスの幻げん覚かくをまとって、ここまでやってきていたのだ。


　その球を、シオンは見下ろす。


　するとそこで、


「陛下！」


　再び部下の、心配げな声がする。


　それに彼は手をあげ、


「問題ない。化物は始末した」


　と、答える。


　いまのような無ぶ様ざまな姿を見せて、部下たちがその言葉に納なつ得とくしてくれるかはわからないが、しかし、それで部下たちの声は止やんだ。


　それから彼は、手に持った二枚の紙を見る。


　一枚は地図だ。


　レムルスと、そして、ライナがいる場所が描かれた地図。


　もう一枚は、手紙だ。


　キファからの手紙。


　そこには『信じてる』と書かれている。


　信じてる、信じてる、信じてると、繰くり返かえし書かれている。


　そしてそれに、


「……いったいおまえらは、誰だれを信じてるんだ」


　と、シオンは呟つぶやく。


　その手紙の中にいるシオンは。


　キファの記き憶おくの中にいるシオン・アスタールはもう、この世界には存在しないのに。


「いったい、なにをそんなに信じてるんだ？」


　と、シオンはうめくように言った。


　それからその、キファの手紙を握にぎり潰つぶして、


「迷めい惑わくだ」


　と、呟く。
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「俺になにもかもを押し付けるのは、やめろよ」


　と、泣きそうな声で呟く。


「信じてる？　誰をだよ。俺はそんなにできた人間じゃない。レムルスの言うとおりだ。俺は弱い。ここに立ってるのももう、苦しいほど、俺は弱い……」


　強く、強く、手紙を握り締しめながら、彼は泣きそうな声で、


「……俺は、俺はいつでも正しい道を選べるほど、強くないのに……こんな、信じてるなんて、なにも考えずに誘ゆう惑わくするのはやめてくれ……」


　頭が痛い。


　息が苦しい。


　どうしたらいいのか。


　どうすればいいのかが、わからない。


　ライナは拉致されてしまっているのだという。


　レムルスはライナを喰うつもりだ。


　そしてそのライナを餌えさに、シオンにも罠をかけようとしている。


　なら、いくべきじゃない。


　みすみすその罠にかかってやる必要はない。


　第一、ローランドはどうする？　俺を信じて、ついてきてくれた仲間はどうする？　すべてを捨てて。大切だと思ったもの、すべてを捨ててここまできたのに。


　ライナを突つきはなし、フェリスを突きはなし、仲間たちを突きはなして、人間までやめたのに、それでも俺は。


「ルシル」


　俺は……


「ルシル！　いないのか!?」


　俺はライナを……


「助けてくれ。俺を止めてくれっ!?」


　彼はそう、叫さけぶ。


　しかし返事はない。


　今日はレムルスが長い時間をかけて計画を張はり巡めぐらせた日で、彼に勝てるものはいないのだという。


　今日だけは、すべてがレムルスの思うとおりで。


　すべての物語が、レムルスの思うとおりで。


　ならもう、


「……俺は、休んでも……」


　が、そこで彼は言葉を止めた。


　それから顔をあげる。


　やはりそこには、不気味な景色が広がっている。レムルス帝てい国こくへと向けて、呪のろいをかけられた憐あわれなニンゲンたちが背中から腕うでを生やしていて。


　それに、彼は。





　英えい雄ゆう王、シオン・アスタールは──





「……先へ進む。『忘却欠片ルール・フラグメ』を放て」


　そう、部下に命じた。




　第二章　夜の女王







　場所は移る。


　スフェルイエット民国から西方へしばらく進んだ先にある、ハイルムス共和国という国の、端はし。


　デルタと呼ばれる小さな村の宿に、キファ・ノールズはいた。


　狭せまい部屋に、小さなテーブル。大きめのベッドが一つだけ、という部屋。


　キファはそのベッドに座っており、それから目の前のテーブルの脇わきに置かれた椅い子すには、フェリスが座っている。


　そしてその、フェリスが少しだけ不満げな顔でこちらを見て、


「なぜ私がおまえと同じ部屋で寝ねなければならない」


　なんて言ってくる。


　そしてそれに、キファは笑って、


「いやだって、こんななにがあるかわかんないときは、お金を節約しないと……」


　しかしそれにやはりフェリスは、


「金なら盗ぬすめばいいだろう」


「えと、盗みはいけないと思うけど」


「だがいまは非常事態だ」


「まあ、うん」


「そして金持ちから金を盗むのは合法、と、ものの本には書かれていた」


「ってその本のタイトルはなに？」


「『怪かい盗とうジャミエルの盗っ人とごめん』という名作だ」


「全然聞いたことないんだけど」


「有名だぞ？」


「そなの？」


「うむ。読むか？」


　と、フェリスは懐ふところから、冊子を取り出す。その冊子には『全国綺き麗れいなお花スポットマガジン』などと書かれていて。


　キファはそれに、


「へぇ、フェリスさん──じゃないや、ええと、フェリスはこんな乙女おとめな雑誌読んでるんだ」


　なんて言いながら、お花マガジンを受けとる。


　するとフェリスはうむっとうなずき、


「花見だんごは、だんごの基本だからな」


「ほうほう」


「花よりだんごという名言もある」


「いやそれは、お花好きとはだいぶ違ちがう気もするんだけど」


　と、言いながらキファは冊子をぺらぺらとめくる。すると確かにその冊子の後ろのほうに、『怪盗ジャミエルの盗っ人ごめん』という小説が連れん載さいされている。


　パラパラとそれを流し読みすると、今回は怪盗ジャミエルが貴族の館やかたに忍しのびこむが見つかってしまい、監かん獄ごくに捕とらえられてしまった！　という緊きん迫ぱくしたシーンが描えがかれたところで、（第四話終──いままでご愛読ありがとうございました。ベリエール先生の次回作にご期待ください）


　なんてことが書かれていて。


「……これ、打ちきられてない？　それもたった四話で」


　と、キファは言いかけて、しかし言葉を呑のみ込んだ。


　するとフェリスが言う。


「なかなかおもしろいだろう？　次回がどうなるかが楽しみだ」


「え、えと……うん」


「私の周りでも名作の呼び声が高かった作品だしな」


「フェリスの周りって？」


「イリスとククだ」


「ああ～」


「来月が楽しみだな」


　と、本当に待ち遠しそうな顔をしているフェリスに、キファは本当のことを教えてあげたほうがいいのか、そうじゃないのかを、髪かみと同色の赤い眉まゆをひそめて、しばらく悩なやんだ。


　するとそこでフェリスが、急に本題を思いだしたとばかりに、


「いや、しかし私はそんな話をしているのではなかった！」


　と、机をバンッとたたく。


　それからこちらを指差し、


「一万歩譲ゆずって同じ部屋だというのは許そう。だがなぜ、ベッドが一つしかないのだ？　おまえは私と一いつ緒しよに寝るつもりか？」


　という問いに、キファはまた、困ったように笑って。


「いや、ベッドが二つの部屋は、埋うまっちゃってて」


「部屋を代わってもらえばいいだろう」


「そういうわけには」


「簡単だ。剣けんを抜ぬいて、部屋を代わって欲しいと言えばいい」


「うーん」


「よし、私が言ってこよう」


　とフェリスが立ち上がる。


　そしてそれにキファは慌あわてて、


「いやそれに、私たち、その、一緒にいたほうがいいと、思うからさ」


　それにフェリスがこちらを見て、言う。


「……一緒に？」


「うん」


「なぜだ？」


「それはその、ほら私、弱いじゃない？」


「うむ」


「えと、そんなにはっきりうなずかれるとちょっとだけ傷つくけど」


「ん？　そうなのか？」


　と、少しだけ驚おどろいたような顔でフェリスが言うので、それにキファは笑って、


「あー、えと、噓うそ。やっぱあんまり傷つかないや。ライナやフェリスに力で及およばなくても、それは仕方ないもん」


　なんて言う。


　するとそれにフェリスは怪け訝げんな表情になり、こちらを見て。


「いったいおまえはなにが言いたいんだ？」


「んと、だからね」


「要点だけ話せ」


「えー、フェリスは怪盗だのジャミエルだのって脱だつ線せんしまくりなのに？」


　するとフェリスが、この女はなにを言ってるんだとばかりの顔で、


「ジャミエルは名作だぞ？」


「あはは」


「いいから早く話を進めろ。なぜ私がおまえと同じベッドで寝る必要がある？」


　と言われる。


　そしてそれにキファは答えた。


「可能性は低いと思うけど、ヴォイス君から追っ手がかかって、おまけにここを見つけられちゃうかもしれないから」


「で、その追っ手に捕つかまらないよう、私におまえを護衛しろと？」


「うん。まあほんと、可能性低いと思うけどさ。ヴォイス君に必要なのは、ライナだけだから。でも、私が捕まって、あなたの足手まといになりたくないから」


　と言うと、それにフェリスが、


「もうとっくに足手まといだがな」


　なんて言う。


　そしてそれに、キファは笑う。


「ひっどーい」


　とか、言ってみる。


　しかしそれにはもう、フェリスは反応してくれない。彼女は目線をこちらから外し、窓の外へ向けている。この建て物は三階建てで、部屋はその三階の角に位置していた。


　だから窓からは外の景色がよく見える。


　小さな、いつもはあまり人がいない商店街。空は晴れていて、窓からは明かりが入ってきて、フェリスの白い肌はだを照らしている。


　彼女の顔はいまいち感情の動きが乏とぼしくて、なにを考えているのかはわからないのだが、しかし、いまはわかる。


　彼女がなにを考えているのか、手に取るようにわかる。


　ライナのことだ。


　化物に拉ら致ちされてしまったライナのこと。


　いま、キファとフェリスは間者スパイを何人も雇やとって、方々に飛ばしていた。


　そしてその間者たちには、噂うわさを集めてくるように、頼たのんでいた。


　それも、ひどく馬ば鹿かげた噂を。





　──球状の頭に無数の瞳ひとみ。そして七本の腕うでを生やした化物を見た者はいないか？　もしくは見た、という人間を知っている者はいないか？





　そのすべての情報が、この村の隣となりにある、スル村に集まるようになっていた。


　さらにスフェルイエット民国の外で旧ネルファ皇国の兵を率いて待機していたトアレにも連れん絡らくを取り、合流できるよう画策している。


　こちらは人数が多い分、ヴォイスの目から隠かくれて会うのは難しいかもしれないが、トアレたちも情報収集を協力してくれているので、こんな荒こう唐とう無む稽けいな噂を探しているにもかかわらず、大量の情報が集まり始めていた。


　もちろん、ほとんどがなんの手て懸がかりにもならないものばかりだが。


　しかし、


「…………」


　と、キファもフェリスが見ている、窓の外へと目をやる。


　そして、


「……大だい丈じよう夫ぶだよ、フェリスさん」


　と、言う。


「私たちは頑がん張ばってる。だからきっとライナは見つか……」


　が、そこでフェリスが急に、


「噓だ」


　と、言った。


　それにキファはフェリスのほうを見て、


「……噓？　って、なにが？」


　と聞く。


　するとフェリスは顔をこちらに向けないまま、


「さっきの言葉だ」


「さっきの言葉？」


「おまえを足手まといと言った、言葉、あれは噓だ。おまえがいてくれてよかった」


　なんてことを、フェリスはやはりこちらを見ないまま、言った。


　それにキファは少し驚いたような顔になってから、笑う。


「それはこっちのセリフだけどねー。フェリスさんがいてくれてよかった。私独りだったら、怖こわくてもう、立ってられなかったもん」


「…………」


「ライナがいなくなっちゃったらどうしようって、震ふるえて動けなくなってた」


「……そうか」


「うん」


「だが、私はいまも動けなくなりそうだ」


　なんて、フェリスが言う。


　そんな真まっ直すぐな言葉を彼女はあっさり言ってくる。


　そしてそれにキファはかすかに微笑ほほえんで、答えた。


「私だってそうだよ」


「そうか」


「うん」


「そうか……」


　と、フェリスは呟つぶやく。


　やはり彼女はこちらを見ない。なにか新しい情報が入らないかと窓の外を見つめていて。


　そしてそれに、キファも再び、そちらを見る。


　するとさっきまで晴れていたはずなのに、空は暗くなり始めていて。


「雨になるかな」


　とキファは言った。


　しかしフェリスは答えない。


　だが、すぐに雨が降りだしてしまう。最初は数滴てき、雨が窓まど枠わくを濡ぬらしただけだったが、それからすぐに強く降り始めて。


　キファは言った。


「窓、閉めようか？」


　するとフェリスが答えた。


「いや」


「閉めない？」


「ああ」


　と、フェリスがうなずく。


　それにキファは、雨に濡れた窓枠を見て。そしてその向こうになにか、有力な手懸かりが現れないかと目を細めて、


「……そうだね」


　と、言った。


　いま、彼女たちが待っているのは、間者スパイからの報告だけではなかった。


　ヴォイス・フューレルのところにも、七本腕の化物についての情報はおいてきたのだ。だから彼からの情報を待っている。フェリスの話だと、ヴォイスはこういった情報を集めるのが非常に得意らしく、そこからの情報を期待していた。


　しかしなにより、いま二人が期待しているのは、ローランドに向けて出した手紙の返事だった。


　ローランド帝てい国こくにいる、彼女の元同級生からの、返事。


　シオンからの返事だ。


　手紙を出してからもう七日。


　しかし、手紙を出して以来、シオンの話はフェリスとはしていなかった。


　だが、キファは。いや、フェリスもきっと、シオンからの返事を待っていた。


　いまは遠く離はなれているけれど、それでもシオンならきっと、助けてくれると思ったから。ライナに危機が迫せまっていると伝えれば、助けてくれると思ったから。


「…………」


　雨はどんどん、強くなっていく。


　水すい滴てきが窓枠を超こえて、部屋に入ってき始めている。


　だが、キファも、フェリスもなにも言わない。


　ただ無言で、なにかライナの情報が入るのをじっと待っていた。


　やがて日が落ち始め、夜がくる。


　一時間経たち、二時間経ち。何時間経っても有力な情報は入らない。


　昨日と一いつ緒しよだ。


　一昨日おとといと一緒だ。


　今日もなんの手懸かりも得られず、一日が終わる。


　そして日が一日経過するごとに、フェリスの表情が暗くなる。


　もしかしたら自分の顔も、ひどいことになっているかもしれない。


　それにキファは、


「……フェリス」


「うん？」


「私、顔洗ってくるね」


　と、言った。


「それにもう夜も遅おそいしさ、寝ねよ」


　するとそれにフェリスは窓からこちらを向き、


「うむ。そうだな」


　とうなずく。そして立ち上がり、


「顔を洗ってくる」


「って私が洗うって言ってるのに～」


「先に洗うか？」


「いいよ。じゃあ私は歯を先に磨みがこうかなー」


　と立ち上がる。


　そのまま二人は部屋を出て、宿に備えられている洗面台でいろいろな手入れをして、部屋に戻もどる。戦せん闘とう服を脱ぬぎ、フェリスが買ってきてくれたパジャマに着きがえる。


　どちらも、どこでこんなものを見つけてきたのか、だんご柄がらのパジャマで、キファは青、フェリスは橙オレンジだった。


　そのパジャマを着て、キファは微笑み、


「私このパジャマ、好きだなぁ。着るとちょっとだけ楽しい気分になるから」


　と言う。


　するとフェリスはそれに大きくうなずき、


「当然だ。だんごだからな」


「だんごだと当然なの？」


「うむ。当然だ」


「当然なのかー」


　と、会話の内容はいまいち成立してないような気もするが、キファは妙みように納なつ得とくする。


　それから部屋の隅すみにおいてある簡易魔ま術じゆつによって光が灯ともされているランプのところへいき、聞く。


「明かり、消すよ？」


「うむ」


　そして明かりを消した。


　部屋は暗くなる。


　今日は雨だから、月明かりがない。


　だから部屋の中は真っ暗になってしまって、一いつ瞬しゆん、なにも見えなくなる。


　しかし商店街が近いから、遅くまでやっている酒場の明かりのおかげで、徐じよ々じよに目が慣れてくる。


　するとフェリスはもう、ベッドの中に入っている。上半身だけ起こし、窓の外を見ている。


　まだ、彼女は情報を待ってるのだ。


　ライナの手て懸がかりを待っているのだ。


　そしてその、フェリスに、


「やーやー、かわい子ちゃん、やっと二人きりになれたね！　食べちゃうぞー！」
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　とか、キファはふざけて言ってみた。


　するとフェリスがこちらを向いて、答える。


「……悪いが、私にその趣しゆ味みはないぞ？」


「ってそんなまともに返されてもなぁ～」


「うん？　冗じよう談だんだったのか？」


「あたりまえでしょー」


「そうか。てっきり私の、海が裂さけんばかりの圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうに目が眩くらんで、この宿に連れこんだのかと思ったが」


　という、その言葉にキファは、


「……えと、海が真っ二つの、なに？」


　と聞く。


　するとそれにフェリスがちょっとだけ恥はずかしそうに、


「……なんでもない」


「ねねねね、真っ二つのなに？」


「なんでもないと言っている」


　と、彼女は顔をそむける。


　それにキファは笑って、


「もしかして私のことを、笑わせようとしてくれたの？」


　するとフェリスは顔をしかめ、


「……おまえが先にやりだしたことだ」


　と、答えた。


　それにキファは笑って、肩かたをすくめる。


「そうだね。ごめん」


「私が美人なのは事実だがな」


「えー、ま、うん。それは認めるけどさー。じゃーその美人さんと一緒に寝ちゃうぞー！」


　なんて言って、ひょいひょいと走り、ベッドに飛び込む。そのままベッドに倒たおれる。ベッドはあまり柔やわらかくない。安宿なのだ。しかし毎日気を張ってるせいで、そんなベッドでもすぐに意識が溶とけて、眠ねむりに落ちそうになる。


　そのまま布ふ団とんの中に潜もぐり込む。すでにフェリスが入っててくれたので、温かい。


　自分のポジションを確保し、天てん井じようを見上げる。


　フェリスは相変わらず窓の外を見ている。


　それにキファは、


「フェリス」


「ん」


「寝たほうがいいよ」


　と言う。


　するとフェリスはうなずく。


　そして、


「そっちこそ早く……」


　と、言いかけたところで、言葉が止まる。


　それから、


「きた」


　と言う。


　ベッドから飛びだす。


　そしてそれだけで、なにが起きたのかが、キファにもわかった。


　情報がきたのだ。


　それもフェリスの反応からすると、方々に放っていた間者からの報告じゃない。


　別の報告。


　それにキファも起きあがって、


「シオンさんからの返事!?」


　と叫さけぶ。


　しかしフェリスが首を振ふる。


「じゃあヴォイスく……」


　が、キファのその言葉の途と中ちゆうで突とつ然ぜん、窓まど枠わくを抜ぬけて外から何者かが飛び込んできた。


　黒くろ装しよう束ぞくの何者かが、二人。


　そいつらの手もとが光る。


　ナイフだ。


　一人はフェリスに。


　一人はキファへと襲おそいかかって。


「敵だ！」


　とフェリスが言う。


「わかってる！」


　とキファは返す。


　そしてベッドから飛びだし、後方へ逃にげる。だが、その倍の速さで黒装束は彼女に迫せまる。体術はあきらかに相手のほうが上だ。


　だが、


「フェリスよりは全然遅おそい」


　と、キファは呟つぶやく。


　なら、少しの間死なないでやりすごせれば、もう一人を始末して、フェリスが助けにきてくれる。


　そして死なないようにするだけなら、


「できる」


　と、右手で黒装束のナイフを受け止めようとする。だが黒装束のナイフはくるんっと回り、キファの腕うでをさける。そのまま彼女の腹へと突つきだされようとする。


　それにキファは、


「させない！」


　と、膝ひざをあげる。膝がナイフに当たる。軌き道どうがずれる。そして脇わき腹をかすめる。


「痛つっ」


　パジャマと、皮ひ膚ふの表面が切れる。だがそれは、たいした傷じゃない。そのまま黒装束のナイフを持った腕を脇で押さえる。さらにもう片方の腕でこちらを殴なぐろうとしてくる黒装束の拳こぶしを押さえようとする。


　しかし、黒装束のほうが、力が強い。キファの腕は弾はじかれてそのまま拳が彼女の顔面に当たる──


　と、思った瞬しゆん間かん。


　黒装束の側頭部に、信じられない勢いで橙オレンジ色いろのだんご柄がらパジャマをまとった足が当たる。


　ゴンっという音とともに、黒装束が横に吹ふっ飛とぶ。


　そして回し蹴けりを終えたフェリスが、金色の髪かみをきらめかせながら華か麗れいに床ゆかに着地して、キファに言ってくる。


「怪け我がは……」


　しかしそこで、


「人の怪我の心配よりも、自分の怪我の心配をしたほうがいいんじゃなーい？」


　なんて女の声が突然、部屋であがった。


　そしてフェリスの首筋に一本、ナイフがあてられる。


　気配はなかった。


　黒装束二人の気配しか、なかった。


　なのにいつの間にか女は部屋の中にいて、フェリスの背後を取ってしまっていて。


　それにフェリスが反応しようとするが、


「動くな。殺すよ？」


　女が言う。


　そのままナイフがぐっと、フェリスの白い首筋の肉に押しこまれる。血は出ないが、あと少し強くナイフをあてれば、肉が切れるだろう。


　フェリスの動きが止まる。


　そしてそれを確認してから、フェリスの背後からこちらに、女が顔を出す。


　それは、フェリスと並んでも見み劣おとりしないほどに、美しい女だった。


　闇やみの中でもかすかな光に映える、青い髪に、勝ち気な、それでいて愛らしい瞳ひとみ。


　外は雨が降っているのに、彼女は青いドレスのようなものを着ていて、おまけにまるで濡ぬれていない。


　そしてその女を、キファは知っていた。


　名前は確か、ピア・ヴァーリエ。


　ゲイルフィックラント帝てい国こくの王城で出会った女だった。


『蒼あおの公ひ主め』という名の傭よう兵へい団に、女王として君臨している女。


　さらにはライナと同じ師のもとで学んだ、かつての兄弟弟子だった女。


　その女がそこにはいて。


　そして彼女は、フェリスの横から顔を出して、こちらを見る。まるで値ね踏ぶみするような目で上から下までこちらの様子をうかがってから、怪け訝げんな表情になり、


「なーにその変な柄のパジャマ。そんな格好してるから、ライナに捨てられるのよ」


　なんて言う。


　それにキファは、


「え、捨てられるって……」


　が、そこでフェリスがピアの腕をつかむ。


「あ、動くなって言っ……」


「それはこっちのセリフだ。動くな。殺すぞ」


　と言ってさらにピアのナイフを持っている手の指をつかむ。折ろうとする。だがその折り曲げていく方向へとピアは凄すごい勢いで腕を押しだす。ついでにその腕の肘ひじをフェリスの顔面へと突きだす。


「く」


　とうめいてフェリスがそれをよける。ピアの指を放してしまう。


　そのフェリスをピアのナイフが襲う。


　しかしフェリスはすでに体勢を整えている。手刀をピアの首筋へと放つ。ピアのナイフよりも、その手刀のほうが速い。


　そしてそれに、


「わっわっこれは……」


　とピアが、すぐにそれに反応してナイフを止める。そして一歩後ろに引く。


　フェリスの手刀は空くうを切る。


　だがピアはさらに後方へと下がる。窓枠まで下がる。


　それからこちらを見下ろして、


「いやー、予想してたよりちょっとだけ速い。まあ、対応できないほどじゃないけど」


　そしてそれにフェリスが言う。


「なら次は倍の速さでいく」


「倍～？　またまた、見み栄えはっちゃって」


「見栄？　そう思ってるなら、おまえは次の瞬間には死んでいる」


「あはは、誰だれが死んでるって？」


「おまえだ」


「へー。変なパジャマ着てる奴やつに、馬ば鹿かにされちゃった。あたしってば、馬鹿にされるのすっごい嫌きらいなのよねー」


　と、ピアの体に殺気が宿るのを、感じた。もう、キファなんかではその殺気だけで動けなくなってしまいそうなほどにそれは大きくて。


　しかしその殺気をまるで気にしていないような口調で、フェリスが言う。


「私もだんごパジャマを馬鹿にされるのは嫌いだ」


「あ、それだんごなの？」


「うむ」


「へぇ～………………変なの」


「殺す！」


　と、なんか会話は妙みように緊きん張ちよう感かんがなくなってきているのだが、部屋に立ち込める殺気は異常なまでに強大だった。


　フェリスが動く。キファの目では追えないほどの速さで部屋の隅すみへと飛び、剣けんをつかむ。


　ピアは細い指を躍おどらせて、正面に魔ま方ほう陣じんを描えがく。ローランドの魔ま法ほうだ。だがそれは、キファが見たことのない構造を持った魔方陣で。


　それにフェリスが剣を掲かかげ、


「遅い」


　と言う。


　だがピアは笑って、


「遅いのはあんたよ」


　と言う。


　そして最後にキファが、


「ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


　と、思いっきり大きな声で、叫んだ。


　両手をあげて、もう、宿中のお客さんに聞こえてしまうくらいの大きな声で、思いっきり叫んだ。


　するとそれに、フェリスの動きが止まる。


　さらにピアがうるさそうに耳を押さえてこちらを見ると、


「なんなの？」


　と聞いてくる。


　それにキファは答える。


「あの、えと、あなた、ピアさんですよね？」


「そうだけど」


「ライナの兄弟弟子の、ピアさんですよね？」


「うん」


「なら、あの、なんで私たちとあなたが争わないといけないんですか？」


　と、聞く。


　するとそれにピアは薄うすく笑って、


「女同士が初めて出会ったらまず、どっちが強くて、美人で、格上か決める必要があるでしょう？」


「は？」


「で、いまあんたたちに思い知らせてあげてるの。主あるじが誰で、従者が誰か」


　なんてことを、言う。


　すると横からフェリスが、


「なるほど。つまりおまえは私の奴ど隷れいになりにきた、ということか？」


　それにピアが、フェリスのほうへ目を向け、にやりと笑う。綺き麗れいな、それでいてどこか小こ悪あく魔まのような含ふくみのある笑みを浮うかべ、


「あは、そういうこと言う奴やつ叩たたき潰つぶすの、あたし得意なんだ～」


　それに対してフェリスはやはり、無表情な顔のまま剣を掲げ、


「ふむ。奇き遇ぐうだな。私もだ」


「あらそう？」


「ああ」


「ならやっぱり、本当にそれが得意なのはどっちなのかを決めないといけないよねぇ」


「そうだな」


　という二人の会話の横でキファは、


「あのあの、ちょっと待って。それじゃまた話が振ふり出だしに戻っ……」


　が、それにピアが、


「だいじょーぶ。すぐに……」


　続いてそれをフェリスが継つぐように、


「終わる！」


　そしてまた、二人が動く。


　フェリスが腕うでを動かす。すると剣けん先さきが見えなくなる。とてもじゃないけどそれを、キファはよけられない。いや、反応することすらできない。


　だがピアは笑う。ちゃんと反応して笑う。身を反そらして、


「ほい」


　初しよ太だ刀ちをよける。


　だが圧あつ倒とう的てきにフェリスのほうが動きが速い。フェリスの剣がくるりと回る。再びピアの体を狙ねらう。


　それをよけるのはたぶん、無理──の、はずだったのだが、ピアはやはり笑って、


「ライナの居場所を知ってる」


　なんて言う。


　そしてその瞬しゆん間かん、


「なっ」


　フェリスの動きが、鈍にぶる。


　ライナの名前が出た瞬間、あからさまに遅おそくなる。


　そしてそれを、ピアは見み逃のがさない。右足で剣を持っているフェリスの腕を蹴けり払はらう。そのまま左ひだり腕うででフェリスの首をつかむ。さらに左ひだり膝ひざをフェリスの腹にたたきこもうとする。


　もちろんフェリスはそれには反応して後ろへ飛ぼうとする。


　だがそれに、


「あ、それで終わり」


　ピアはその、後ろへ飛ぼうとするフェリスの力を利用して、思いっきり押す。一いつ緒しよになって前に飛ぶ。


　するとフェリスの下半身が、背後にあったベッドに当たってしまい、体勢を崩くずす。


　ピアに押おし倒たおされるようにベッドに倒れこんでしまう。


　ピアは首を絞しめたまま、上からフェリスをベッドに押し付けて。


「ぐ、う、あ」


　フェリスの顔が歪ゆがむ。両手でピアの腕をつかむが、外すことができない。


　それにキファが慌あわてて後ろからピアを引ひき離はなそうとするが、


「いま力を手加減してるけど、動くならこの金きん髪ぱつちゃんの首を折るよ～？」


　と言われてしまって、動けなくなる。


　その間にも、フェリスの顔が、白い肌はだが、みるみる赤くなっていく。本当に強く、強く、首を絞めつけられているのだ。


　そしてそれをピアは楽しそうに見下ろして、


「なーに、いまの。ライナの名前が出ただけであんた、そんなに弱っちゃうの？」


「…………」


「もしかしてライナのことが好きなの？」


「…………」


「あ、顔真っ赤になっちゃった。かっわいー、って、赤いのはあたしが首絞めてるからなんだけどー」


　とそこで、ピアが手を放す。


　するとすぐにフェリスが拳こぶしを上げてピアを攻こう撃げきしようとするが、


「あたしに逆らうなら、ライナの居場所教えてあげないよ？」


　なんて言う。


　そしてそれにあっさり、フェリスの攻撃は止まる。これほど馬鹿にされているのに、フェリスはあっさり攻撃の手を止めてしまって。


「……ライナは、あいつは無事なのか？」


　なんて言う。


　それにピアが、


「その前に、さっきの話の決着をつけましょうよ。どっちが主で、どっちが奴隷……」


　が、フェリスはそれを遮さえぎって、


「どうでもいい。おまえが主になりたいのなら、そうしろ。そんなことよりも、ライナはどこにいる？　いまあいつは生きてるのか？」


　と、言った。


　それにキファは、フェリスのほうを見る。すると彼女の顔が、いつも無表情な彼女の顔が、泣きそうに歪んでいて。


　そしてそれを、ピアも見下ろす。


「……ああ、そんなにライナのことが好きなんだ……なら、それならあなたたちを仲間にしても問題な……」


「能書きはいい。早くライナのことを教え……」


　が、そこでピアが、ベッドから後方へと飛とぶ。そしてキファの横へと着地する。部屋を見回して、さっきの黒くろ装しよう束ぞくとの戦せん闘とうによって倒れてしまっている椅い子すを見つけ、それを元に戻もどす。座る。


　そのときにはフェリスももう、ベッドから起きあがっている。やはりいつもの無表情だ。さっきの泣きそうな顔は一いつ瞬しゆんだけで、再び異常なまでに整った、綺麗な顔に戻っている。


　そしてそれにピアが、


「だんご柄がらのパジャマ着てる仲間なんか欲しくないんだけどな～」


　なんて独り呟つぶやくが、フェリスは無視して、


「早くライナの居場所を……」


「ライナはまだ無事。あたしの仲間が助けにいってる」


　と、ピアが言った。


　そしてそれにキファは、そのまま力が抜ぬけて、床ゆかに座り込んでしまいそうになった。


　だって、ライナが無事だといま、ピアは言ったのだ。そしてすでに、助けるために動いてる者がいるというのだ。


「じゃ、じゃあ」


　と、キファは言う。


「ライナは、助かるの？」


　それにピアはこちらと、それからフェリス、二人のほうを見やってから、


「……なーんか、ライナがあたしたちからの呼びだしを無視し続けた理由がちょっとわかっちゃった。あいつあんなに人ひと嫌ぎらいだったのに、まさかこーんなハーレムみたいなの作ってるとは。ライナのくせに」


　なんて言って、笑う。


「ま、それであいつの人嫌いが……絶望したがりが少しはマシになってるのならいいけどね～」


　それからなにかを考えるような顔になる。


　そしてそれにフェリスが、


「おいおまえ、いい加減にしろ。早くライナの居場所を──」


　が、それを遮って、ピアが言う。


「だから偉えらそうな口をきかないでくれる？　それともあなた、いまのやりとりで、あたしを屈くつ伏ぷくさせて無理矢理口を割らせることができるような実力差があると思った？」


　と言う。


　そしてそれに、


「…………」


　あのいつも強気なフェリスが黙だまってしまう。


　それを確認してからピアが、こちらを──キファのほうを指差して、


「あんたは弱い」
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「え？」


「弱いでしょう？」


「あ、うん。それはそうだけど……」


「でも冷静。きちんと状じよう況きようを把は握あくして、正しく導こうとしてた。だから合格。仲間にしてあげる」


「え、あの、えと……」


　しかしそれを無視して、ピアはフェリスのほうを指差し、


「あんたは失格。体ばっかり強くて、心は弱いから。いま、あたしは体術しか使わなかったのよ？　でもあんたは体術が取り得なんでしょう？　じゃなきゃそんな馬ば鹿かみたいに速く剣けんを振ふれるようにはならない」


「…………」


「なら、体術では絶対に負けちゃだめじゃない。あたしは魔ま法ほうも、『忘却欠片ルール・フラグメ』も使うよ？　むしろそっちのほうが得意。なのにあんたはあたしに体術で負けた。あきらかに動きが遅いあたしに、体術であっさり負けた。その意味がわかる？」


　それにフェリスがピアをにらんで、言う。


「……別に長々と説明する必要はない。おまえのほうが、私よりも強かったと言いたいのだろう？　別に私はそれで……」


　が、ピアはうんざりしたような顔で、


「違ちがうって言ってるでしょう。その態度が問題と言ってるの。もしあたしがライナを拉ら致ちした犯人だったらどうするの？　そしたらあんたが負けたら、終わりじゃないの？」


「…………」


「ほんとにライナを助けたいんなら、どんな状況でも、どんな場面でも、全部引っ繰くりかえして自分が上位に立たなきゃいけないんじゃないの？」


「……それは」


「なのにあんたは、ライナの名前が出ただけで動どう揺ようした。おまけにあんたの剣は最初から、あたしを殺さないよう手加減してた。馬鹿にするのもたいがいにしてくれる？　あたしはあんたより強いよ？」


　と、言う。


　するとそれに、フェリスが目を細める。


　そこでピアがあははと笑って、


「あ、いま、そうは思わないって顔したでしょ。それは合格。でも、どこでも、いつでも、その気持ちを持ってなさい。じゃないとすぐに化物どもに付け込まれる。あいつら人の心を弄もてあそぶのが得意だから」


　なんて言う。


　そしてそれにフェリスが、


「化物……？　というのは、ライナを拉致した、腕うでが七本ある……」


「レムルスね」


　という言葉に、キファが、


「レムルスって、レムルス帝てい国こくの？　あそこはちょっと異お常かしい国だって聞いてたけど、まさかライナはいま、そこに捕とらわれてるの？」


　と聞いた。


　するとピアはこちらを向いて、言う。


「ふぅん。あんたはほんと、ちょっとだけ優ゆう秀しゆうそうね。そう。ライナはレムルス帝国にいる。ライナを奪うばったのはレムルス・レムルド・アークエドという名前の、化物」


　それにフェリスが聞く。


「いったい、何者なんだ？」


「だから化物だって。でも詳くわしい説明をしてる暇ひまはないから、場所を移動しましょう」


　と、ピアは立ち上がる。


　それから床に倒たおれている黒装束の二人を軽く蹴けって、


「ほらー、サボり禁止～」


　とか言う。


　すると黒装束たちが目を覚ます。ピアの姿を見つけ、


「あ、女ひ王め様!?」


　と叫さけぶ。


「す、すみませ……」


「いいから。あんたたちはちゃんと役割を果たせてる。それよりも入口に馬車を回して」


「はっ！」


　と、黒装束たちが窓から、部屋を出ていく。


　それをピアは確認してから、


「……さてさて、ライナを釣つり上げるための人ひと質じちは手に入れたし……」


　という言葉に、キファは反応する。


「人質？」


　するとピアは笑って、


「だーってあいつ、あたしたちの呼びだしには全然応こたえないんだもん。でも、あんたたちのそばにはいたわけでしょう？　なら、こっちにあんたたちがいれば、戻ってくる気になるかもしれない」


「って、それは……」


「そうじゃなくてもあいつ、ちょっと繊せん細さいすぎて扱あつかいが難しいのよねぇ。『勇者』と『悪あく魔ま』は結局魅ひかれあっちゃうらしいし、なんとか人間側に踏ふみ留まらせるためにも人質が……」


　などと、よく意味のわからない言葉をピアは呟きながら、歩きだす。


　そして部屋の、窓まど枠わくへと足をかけ、


「あ、ライナ救出にすぐ出発するから、あんたたちも準備なさい。十分だけ待ってあげる。それと、くれぐれもそのだんご柄がらのパジャマは脱ぬいでくるように」


　そう言って彼女は手をひょいっと振る。するとそこに、どこから出したのか赤い筒つつのようなものが現れ、そしてその筒が開く。傘かさ状じように開く。その傘をさして彼女は、


「じゃああとで～」


　と、窓から飛びだす。


　そしてそのピアの後ろ姿をキファは見つめ、それからフェリスのほうを見る。


　するとフェリスもこちらを見ていて。


　キファはフェリスに聞く。


「どう思う？」


「気にくわん」


「あはは、わかるけど」


「だがあいつはライナの居場所を知ってるらしい」


「うん」


「一歩、前進したな」


　それにキファは微笑ほほえんで、


「うん！」


　とうなずいた。


　するとフェリスは足で床に落ちていた剣の鞘さやを踏む。それから爪つま先さきでそれをひょいっと撥はねあげる。鞘は宙を舞まい、落下してくる途と中ちゆうで彼女は剣を振るう。すると剣がそのまますぱんっと鞘に収まってしまって、


「ふむ」


　と彼女はうなずく。


　それから自分の服を見下ろす。


　そして再びこちらを見ると、


「……このだんご柄は、変か？」


　などと聞いてきて、キファは笑った。


「えと、んと、そんなことない、かな？」


「だろう？　やはりあの女は趣しゆ味みが悪いようだな」


「えーと」


「まあいい。いくぞ。ライナを助けにいく」


「うん」


　そして二人は、宿を出る準備を始めた。




　第三章　高い塔とう







　また場所は移る。


　そこはフェリスとキファ、ピア、ペリア、ゾーラが目指している場所の、中心。





　レムルス帝てい国こくの首都、エッテランにある、教会の地下。


　そこを、


「…………」


　ルーク・スタッカートは探たん索さくしていた。


　教会の構造は複雑で、異常なまでに巨きよ大だいだった。地表に出ている塔の部分はただ高いだけに見えたのだが、地下に広がる施し設せつは大きく、そしてその施設には、神に命を捧ささげた生いけ贄にえの人間たちで溢あふれ返っている。


　神に弄ばれた人間たちの脱け殻がらで埋うめ尽つくされている。


　もう、何階層にも広がっている地下のあらゆる場所で、地面に跪ひざまずき、背中から紫むらさき色いろの腕を何本も生やした人間たちがいて。


　そしてそのそばをルークが通ろうとすると、腕がこちらに襲おそい掛かかってくる。ルークのことも仲間に引きいれようと襲い掛かってくる。


　そしてそれに、


「…………」


　ルークは手を振ふるう。すると彼の指先に握にぎられた細い糸が宙を舞う。その糸が紫色の腕を斬きり飛ばす。


　腕が宙を舞う。


　その、くるくると舞う腕を見上げながら、


「神、ねぇ」


　と、ルークは呟つぶやく。


　それからリューラが言っていた言葉を思いだす。


　それはこの世界に存在する、化物どもについての話。


『司祭』『勇者』『女め神がみ』といった名前の、人間を作った化物どもについての話。


　おそらくはこのレムルス帝国にいるのも、その化物の一種だろう。


　なにせさっきから、頭の中にひっきりなしにこちらを洗脳しようとする声が響ひびき続けていて、その声が、自分から『神』だと名乗ってきているから間ま違ちがいない。





《我は神だ。おまえに幸福を与あたえる神だ。身を委ゆだねろ。我に身を委ねろ》





　などと、声はしきりに勧かん誘ゆうしてきていて。


　もちろんすでに、その声に反応してしまう部分を自分の脳から除去したので、ルークにはなんの効果もないのだが。


「……ま、そうじゃなくても自分を神だと言う奴やつの言葉など、とても信用する気にはなれませんけどね……しかしみなさん、ちゃんと話を聞いてあげたんですねぇ」


　なんて言って、憐あわれむように周囲の人間たちを見る。


　それから、


「これ……レムルスを殺せば元に戻もどせるのかなぁ。そうだといいけれど」


　と呟く。


　また腕うでが襲いかかってくる。


　それをひょいっとさけ、前に進む。指先だけで糸を動かし、背後からさらにしつこく追いかけてこようとする腕を斬り飛ばす。


　そしてそのまま進む。


　彼が探しているのは、この階から上にいくための階段なのだが、


「……せっかく用意した見取図、全然役に立ちませんでしたねぇ」


　と、彼はあらかじめこの教会の内部構造について調べて見取図まで作ってあったのだが、それは宿においてきてしまっていた。


　もちろん見取図の詳しよう細さいは、覚えている。自分で描かいたのだ。そして彼の記き憶おくは、一度見たものはそう簡単には忘れることができないようになっている。


　だから描いた見取図の内容はほぼ完全に覚えているのだが、しかし、いま彼がいるのは、見取図には描かれていない部分だった。


　というよりも、地下にこんなにも広大な施設が広がっているようには、見えなかったのだ。


　そもそも、いまの魔ま導どう技術では地下にここまで大きな施設を建造するのは、不可能だった。だからルークにも、調べることができなかったのだが、


「……まさか相手が『神』だとは思わなかったので、抜ぬかりました」


　と苦笑してみせる。


　別にそんな言葉誰だれも聞いていないのだが、彼は感情を司つかさどる機能を壊こわされてしまっているので、常に感情を表に出す練習をする。


　ほとんど開いているように見えない糸目でへらへらと笑いながら、上階へと上がる階段を見つける。


　それを上のぼる。


　しかしまだ、そこは地下施設で。


「……ふむ」


　と、その階を見回す。


　やはりそこには生贄になった人間で溢れている。階を上がるほどに、その人数は増える。


　だが彼はもう、その人間たちのことは見ない。


　ただ、床ゆかと、天てん井じようと、壁かべの配置へと目を配って、


「……なんとなく、この地下施設を造った人間の──いや、人間じゃないかもしれませんが──とにかくその方の、設計思想のパターンがわかってきました」


　と言う。


　そのまま再び歩きだす。


　今度は数分もしないうちに、上階へと抜ける階段を見つけてしまう。


　さらにその上の階も、その上の階も、上るほどに彼は階段を見つけるのが早くなっていって、


「……さて、一階に到とう着ちやく」


　一階は礼拝堂のような、大きな広間になっていた。


　しかしそこには人はいない。


　ルークはその広間をぐるりと見回す。それから門のほうへと向かい、それを開く。


　外は明るい。


　ずっと地下にいたのでいまが昼なのか、夜なのかはいまいちわかっていなかったのだが、どうやら陽ひの高さを見ると、


「そろそろ隊長に、お昼ご飯を作らなきゃいけない時間ですねぇ」


　なんて彼は微笑ほほえむ。


　もちろんいまは、ミルクたちとは遠く離はなれてしまっているが。


「……隊長は、ちゃんとご飯を食べてるでしょうか」


　なんてことを言いながら、彼は一度教会の外に出る。


　教会の外にも、人の気配はない。いや、この国全体から、生気のようなものがまるで感じられない。


　見み渡わたす限かぎりにいる人間たちはみな、地面に跪いてしまっていて、背中から生やした腕を繫つなぎあっている。


　それがいったいなにを意味するのかはわからないが、しかしきっと、


「よくないことなんでしょうねぇ。見るからに不気味ですし」


　と呟く。


　それからいま出てきた教会を振り返り、そして尖せん塔とうのように高いその建物を、見上げる。


「きっとこの、塔のどこかにレムルスがいるんでしょうが……やはり一番上でしょうか」


　そう言ってから彼は舌を出し、さらにそれを巻く。自分の喉のどを刺し激げきするように、ぐいっと舌を内側に押しこむ。すると喉のどが刺激されて、


「ぐっ」


　と、小さくえずく。


　それと同時に、一枚のコインが、彼の内側から喉を通って口に戻ってくる。再びペロッと舌をだし、そのコインを手に取る。


　白銀の、表面に角つのが二本生えた蛇へびが描かれたコイン。


　それもリューラがくれたものだった。


『忘却神器ルール・フアジール』という名の、神を殺すことができるだけの力を持った、コインなのだという。


　そのコインをルークは見つめ、


「……ま、リュートルー公こう爵しやくが噓うそをついてなければ、ですが。あの人噓つきっぽかったしなぁ」


　と、笑う。


　それからそのコインを袖そでに隠かくす。それを使うことになるかどうかはわからないが、あらかじめ準備しておく。


　神を殺せる──というリューラの言葉をそのまま信じるわけではないが、準備できるものはできうる限りすべて、きちんと準備しておくのが彼の主義だった。


　それから教会の周囲を回るように歩きだす。逃にげ道みちを確保するためだ。何か所かには糸を張はり巡めぐらし、トラップを設置し、と、入念に準備をする。


　準備は簡単だった。なにせ見張りや衛兵どころか、人間が誰もいないのだ。だから彼は、これでもかと入念にトラップを張り巡らせていく。教会は巨大なので、時間はかかるが、彼は根気よく作業を続ける。


　そして再び、元いた場所に戻ってくる。教会の、表門の前にたどりつく。


　そしてそれに、


「……さて、中から上に上がるか、外から登るか、どちらにしましょうか」


　なんて言う。


　外に張り巡らせたトラップは、どちらのルートから逃げてきたとしても、対応できるよう用意はしたのだが。


「帰りはいいとして、行きはどうしましょうかねぇ」


　そんなふうに考える。もし仮に、中に人間以外の化物が無数にいて、見張りをしている、というのなら、


「外からいったほうが楽ですけどねぇ」


　と呟いてから、しばらく頭の中で考えを整理する。まだ見ていない、確認していない状じよう況きようについても、何パターンも何パターンも頭の中で予想し、それぞれの対応法をあらかじめ考える。


　もちろん、ここにいる相手は人間じゃなく、街中の人間に呪のろいをかけ、操あやつってしまうような化物なので、間違いなく有効な方法と思えるようなものは立てることができないが。


　しかしそれなら、


「……とりあえず、外からいきましょうかね」


　と、教会の門を、閉しめる。


　それから塔とうを。


　空を貫つらぬこうとしているかのように高い塔を彼は見上げようとして、突とつ然ぜん。


　何者かの気配を感じた。


　いままで、街中の人間が死んでしまっているかのように静まり返っていたのに、急に誰かの気配を感じて、


「……ん」


　彼は姿勢を低くする。そして息を止める。気配を消す。気配のほうへと目を向ける。


　気配は、塔の上のほうからしていた。


　丁ちよう度ど三階あたりにある、窓。


　その窓のほうへと彼は、右手に用意していたラッツェルの糸を放つ。その糸の先についていた針が壁に刺ささり、固定される。そしてその糸を利用して、彼は跳とぶ。


　塔の、壁へ。


　窓の、横へと移動する。その移動によって、かすかな音が鳴ってしまう。本当に小さな、かすかな音。


　しかし相手がそれなりの実力を持っているのなら、いまの音を聞き逃がしたりはしないだろう。


　だがそれでも、窓の横にいくことには意味があった。


　ここなら窓を開いたときに、塔の内側からは死角になるからだ。


　さらにここで待ちぶせしている、ということが相手に伝われば、相手も容易に窓から出てくることができなくなるはずで、そうなれば次の対処を考える余よ裕ゆうができる。


　だからルークはこの場所を選び、そして相手の出方を窺うかがう。


「…………」


　息を潜ひそめて、敵の動きを探さぐる。


　もちろん相手が、こちらの音に気づいていない可能性も、ある。


　気づくことができない程度の強さか、もしくは、たまたま運よく聞き逃してくれた、という可能性もある。


　それなら楽なのだが、しかしそれでも、彼は全身を緊きん張ちようさせて気配を感じる。相手の気配を探る。


　しかしそのときにはもう、相手は気配を消してしまっている。


　やはり、向こうもこちらの存在に気づいたのだ。


　突然、窓が勢いよく開く。


　と同時に、窓ガラスを破ってこちらに向かって拳こぶしが飛んでくる。


　だがそれは予想済みだった。


　ルークはその拳をラッツェルの糸でくくる。切断することもできるが、しかし、切断してしまっては相手に逃げられる可能性もある。だからくくりつけ、捕ほ縛ばくする。すると塔の中から、


「腕うではやるよ。だが命は貰もらう！」


　なんて声がする。


　そしてその声にルークは、聞き覚えが──


　という間にも、塔の中から、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉……」


　などと、ローランドの、『光燐くうり』の呪じゆ文もんを唱える声が聞こえてきて。


「あ、ちょっと待った待った、もしかして、カルネさんですか？」


　と、ルークは慌あわてて声をあげた。


　すると塔の中から、


「……へ？」


　なんて、驚おどろいたような声がする。


　そして窓から、ひょいっと一人の青年が顔を出す。


　緩ゆるやかなウェーブのかかった金きん髪ぱつに、愛らしい碧へき眼がん。着ているのはローランド帝てい国こくの上級士官のみが着ることを許されている戦せん闘とう服。


　そこにいるのは間ま違ちがいなく、カルネ・カイウェル少将だった。


　ローランドからは現在、カルネ・カイウェルがレムルス帝国に連れ去られてしまっているので救出するよう命じられていたのだが。





「……やっぱり、カルネさんですか」


　とルークが言うと、カルネがこちらを驚いたような顔で見て、言う。


「あれぇ、ルーク先せん輩ぱい、なんでこんなところに？」


「……いえ、ちょっとレムルス帝国の調査にきてましてね──あ、ついでにあなたの救出もですが」


「えー、ついでですかー？」


　と、カルネは笑う。


　それから視線をルークから、外の景色へと向け、少しだけ真しん剣けんな表情を作り、


「しっかしこれ、どうなってるんですか？　まさか僕が捕つかまってる間に、背中から腕生やすのが大流行しちゃいました～、なんてことは、ないですよね？」


　という問いに、ルークは答える。


「あれは去年から流は行やってましたよ？」


「あはは、またまた」


　それにルークは笑って、言う。


「まあ、冗じよう談だんはともかくとして」


「そうですよルーク先輩。ここ、敵地のど真ん中ですからね。ふざけてる場合じゃありませんよ」


　なんて言う。


　それにルークもレムルス帝国の街並みへと目を向ける。少し高い場所に上がってからあらためて見ると、この国の異常さがさらにはっきりわかる。


　本当に街の人間すべてが、大地に平へい伏ふくしているのだ。


　普ふ通つうの人間が突然こんな光景を目まの当たりにしたらきっと、腰こしを抜ぬかして動けなくなってしまう可能性があるくらいに、その光景は奇き異いで。


　だが、それにしてはカルネのいまの反応は、淡たん々たんとしたものだった。


　もちろんクラウと同じ訓練施し設せつで育ったこのカルネ・カイウェルという男を普通の人間と一いつ緒しよにはできないのだが、それでもこの光景を見たときの反応としては少し、薄うすすぎる。


　それにここはレムルス帝国の領内だ。


　すでにすべての人間が『神』を自じ称しようする化物の声に操られてしまっている。


　なら、ここにいるカルネは、操られている可能性のほうが──


「…………」


　と、ルークはカルネによって開かれた窓に手をかける。そしてそのまま塔の壁かべを蹴けって、カルネの横を通って窓の中へと入る。


　塔の中は、暗い。


　まるで光源がない。


　この暗くら闇やみの中をカルネは奥から走ってきたようで。


　人の瞳ひとみでは見通すことのできない暗闇を走ってきたようで。


　ルークは細い目をさらに細めて、振ふり返かえる。


　カルネはこちらを見て、少しだけ驚いたように、


「中に入るんですか？」


　と言う。


　その驚いた顔には少しだけ、人間味が見える。


　だがまだ、信用はできない。


　ルークは微笑ほほえんで、答える。


「ええ。私はここに、調査にきたんですから」


「でもここ、レムルスの本ほん拠きよ地ちですよ？　一人で潜せん入にゆうするのは……」


　と言いかけ、それから、


「なんて言ってもルーク先輩は、昔っから単独行動ばっかりでしたけど」


　などと、ルークの過去についてカルネは言う。


　それでさらに信用度はあがる。だがやはり信じない。いや、そもそもルークは、誰だれも信用しないのだ。


　だから言った。


「私はクラウと違ちがって人づきあいが苦手なんですよ」


「あはは、なんて言って、クラウさんとは仲いいですよね」


「そう見えます？」


「見えますよ～。クラウさん、いっつもルークの奴やつ～って顔してますもん」


　と、カルネは自分の眉まゆを両手で押しあげて、クラウの真ま似ねをする。


　そしてそこで、カルネが気づく。ちらっと自分の首のあたりでなにかが光ったのに、気づく。


　糸だ。


　糸が、カルネの首に結ばれている。


　さっき窓からこの塔とうに入り込み、すれ違ったときにルークがくくりつけたのだ。


　それにカルネは気づき、聞いてくる。


「これ、なんですか？」


「糸です」


「そりゃ見ればわかりますけど……もしかしてこの糸って、引っ張ると僕の首、飛んだりします？」


「しますねぇ」


「うわー、ひどい」


「あはは。でもそんなことはしませんよ。これは保険です。あなたが偽にせ者ものか、本物かを見み極きわめるまでの、保険」


　それにカルネは糸からこちらへと目をあげて、言う。


「本物ですよ？」


「偽者はみんなそう言いますから」


　するとカルネは笑い、


「まあねぇ。あんなに膨ふくらんでたのに、いざブラジャーを外してみたらウワ～ってことは、僕もたくさん経験があります」


「いったいなんの話ですか？」


「あ、そこは一緒にふざけてくれないんだ。ちょっと裏切られた気分」


　と、カルネはへらへら笑いながら、しかしふて腐くされたような顔を作って見せてくる。


　そしてそれをルークはしばらく見つめて、言った。


「この国に君臨してる化物は、人を操あやつるのがうまいみたいなんですよ」


「そうみたいですね。みんな地面に平伏してましたもんねぇ」


　と、首に糸が絡からまっているのも気にせずに、カルネは振り返り、窓の外を見る。


　そして、


「これ、どこまでその効力が広がってるんですかね？　この街だけ？　それともレムルス帝国全土？　もしレムルス帝国の外、すべての人間がこうなってたら……ちょっと困るなぁ……」


　とそこで、カルネは急になにかに怯おびえるような、それでいてさっきとは違う、真剣な表情になって、


「……エスリナが心配だ」


　と、小声で言う。


　その情報もやはり、カルネへの信用度があがる言葉だった。それにルークは、指をくるんっと回す。カルネの首に巻いていた糸を解く。


　だが、ただ解いたわけじゃない。カルネがこちらから目を逸そらしたあいだに、すでに部屋中に糸を撒まき散ちらしているのだ。


　もしもこいつが敵で、襲おそってきたとしてももう、十分対応できる。


　だからカルネの首の拘こう束そくを外す。


　するとカルネがこちらを向いて、


「あれ、僕が僕だっていう情報がどっかから出てきたんですか？」


　なんて聞いてきて、ルークはうなずく。


「ええ、あなたの話っぷりで信用できました」


「へぇ、どこの部分で？」


「ブラジャーのあたり？」


「あー！　って、前から思ってましたけど、ルーク先輩って結構嫌いやな人ですよね？」


「よく言われます」


　とルークは微笑む。それから踵きびすを返す。塔の中へと入っていこうとする。


　それにカルネが、


「あれ、ほんとに一人でいっちゃうんですか？」


　と聞いてきて、ルークは足を止めずにうなずく。


「一人のほうが楽ですから」


「僕は足手まとい」


「いえいえ、でもあなたには守りたい人がいるんでしょう？　その方のもとへいってください」


「でも、その前に僕、ルーク先せん輩ぱいに伝えとかなきゃいけない、いくつか情報が──ええと、僕を拉ら致ちしたのは……」


「化物でしょう？　わかってます。それに私は──」


　自分の目で見たものしか、信用しない──という言葉を言いかけて、呑のみ込む。


　なにより、レムルスに操られているかもしれないカルネからの情報に振り回されるわけにはいかなかった。


　だから彼は無視して、塔の奥へと進もうとして、しかし、カルネが続ける。


「いや、ええと、拉致した人の話じゃなかった。僕を牢ろうから出して、解放した人の話をしなきゃいけないんだった」


　なんて言う。


　そしてそれに少しだけ興味を惹ひかれて、ルークは振り返る。


「解放した人？」


「はい」


「その人に救われて、あなたは逃にげてきた？」


「そうです」


　と、カルネはうなずく。


　つまりカルネは、誰かに助けられて逃げてきたのだ。おそらくその誰かはレムルスによる洗脳を解くことができる奴で、だからカルネは洗脳を逃のがれて、正気のままここまでくることができた。


　国中の人間を洗脳することができるほどの化物に捕とらえられ、しかし運よくその洗脳が効かない何者かに救われてここまで逃げてきて、ルークに出会った──というその話は、


「…………」


　ちょっと出来すぎじゃないか？　と、ルークは思う。


　だがあまりに出来すぎだからこそ、真実味もある。もしもルークを操るために、ここでなんらかの噓うその情報を与あたえたいのなら、もっとましな噓をつくはずだからだ。


　だからルークは足を止め、再びカルネのほうへと相対して、


「……で、あなたを救ったのはいったい誰なんです？」


　と聞いた。


　するとカルネはそれに少し難しげな顔になって、


「いやそれが、あれはいったい、誰だったんだろうなぁ？」


「見知らぬ人に助けられたんですか？」


　という問いに、しかしカルネは首を振る。


「いえ、知ってる人だったんですよ」


「ふむ？」


「それがその、僕を助けてくれたのはライナさんで」


「……ほう？　ライナさん？　というのは、ライナ・リュートのことですか？」


「そうです」


「あの、ローランドを出た？」


「そう」


「ライナさんが、ここにいる？」


　と、ルークが聞くと、しかし、それにはまた、カルネはいまいち確信が持てないような様子で、


「いやそれが、間ま違ちがいなくあれはライナさんの顔だったんですが、でも、雰ふん囲い気きがちょっと違って」


「雰囲気？」


「ええ。それに言ってくる言葉も妙みようで……」


「なんて言われたんです？」


　それにカルネが、答える。


「監かん禁きんして、悪かったって」


「監禁して悪かった？　というのはつまり、ライナさんがあなたをここに連れてきた？」


　が、それにはカルネが首を振ふる。


「いや、僕はレムルス帝てい国こくの兵士に捕つかまりました。そして牢に入れられた」


「で、ライナさんが助けにきて、監禁して悪かったと？」


「そうなんです」


「他には？」


「帰って、シオンさんに伝えてくれって」


「なにを？」


「少し話したいことがあるから、ここにきてくれ、と」


　そう、カルネは言った。


　そしてその言葉にルークは、塔の頂天を見上げるように、天てん井じようを見上げる。


　そして、


「……ここに？」


　と呟つぶやく。


「……この、化物ばかりがいる、おかしな国に？」


　そう、誰だれにも聞こえないくらいに小さな声で、呟く。


　ここにはレムルスという名の化物がいるはずだった。


　だがいるのは、ライナの顔をした男なのだという。


　ローランドを出しゆつ奔ぽんし、いまでは悪あく魔ま王という名で中央大陸のスフェルイエット民国の王の座についている男だ。


　そしてあの、リューラ・リュートルーの息子むすこでもある。


　リューラはライナを生かすためだけに、ライナの中に『悪魔』を入れた。だからライナの中には、人、以外のものが入っているのだという。


　そしてその『悪魔』は、『勇者』と魅ひかれあうのだ。その二つが一いつ緒しよになったときになにが起きるのかは、リューラも知らないようだったが、しかし、化物二匹ひきが合わさればきっと、さらに手に負えない化物に変へん貌ぼうするのは間違いなかった。


　で、そのうちの一匹ぴきがここで、もう一匹を呼んでいるのだという。


　二匹のうちの片割れが、ここでもう片方を呼んでいるのだという。


　だが、いまの状じよう況きようでライナとシオンが出会うという想像が、ルークにはできなかった。彼らはもう、そんなに簡単に元に戻もどることはできないはずだった。


　それをするにはもう、二人とも遠くに離はなれすぎてしまったのだ。


　たくさんの人間を、殺しすぎてしまったのだ。


　なのにライナ・リュートは、シオン・アスタールを呼んでいるのだという。


　ここで。


　このレムルス・レムルド・アークエドという名前の、別の化物が統治しているおかしな国で。


　それに、


「……なにか、思ってたよりもずっと大きな悪意を感じますねぇ」


　とルークは呟く。


　それからカルネの背後を見る。


　地面に平へい伏ふくしている人間たちの群れを見る。


　呪じゆ術じゆつの生いけ贄にえに捧ささげられたような姿の人間たちを見つめ、


「……だいたいあれは、なんのための生贄なんでしょう？　少なくとも人を生贄にするような呪術を許せるほど、ライナさんの心が強くなっているとも思えませんが……」


　と、呟く。いや、それともライナ・リュートは変わったのだろうか？　噂うわさではゲイルフィックラント帝国の、百万の兵をライナは殺したというのだが。


　しかしそれを、ルークは信じていなかった。


　少なくとも彼が知っているライナ・リュートという男はひどく弱く、甘い奴やつだった。


　そしてだからこそ、ライナがローランドから逃げ出す手伝いをルークはしたのだ。シオンへの抑制装置になると思ったからだ。


　だが、悪魔王の噂が本当なら、ライナは変わったのかもしれない。そして、ここで人間を生贄にしているのも、ライナだという可能性もゼロではないかもしれないが……


　とそこで、ルークは目の前にいるカルネに向かって、言う。


「カルネさん」


「はい」


「これ、どう思います？」


　するとカルネはもう一度振り返かえり、窓の外を見てから、


「シオンさんをおびきだす、罠わなですかね」


「あなたもやっぱりそう思います？」


「じゃなきゃ、僕が解放される理由がない。わざわざ人ひと質じちを解放して、シオンさんを呼んでくれ、なんて──あれ、でもそれがバレバレなのは逆に、罠じゃないってことなのかな？」


　と、さっきルークが考えたことと、同じようなことをカルネは言う。それからこちらを見て、


「でもそういうの見み抜ぬくのは、ルーク先輩のほうが得意でしょう？　先輩はどう思ってるんです？」


　その問いに、ルークは答える。


「全部罠でしょう」


「全部っていうと？」


「外を埋うめ尽つくしてる平伏した民たみ。あなたが解放された理由。ここにライナ・リュートがいる理由。その全部が周しゆう到とうに張はり巡めぐらされたものに感じます」


「でも、誰を陥おとしいれるための罠ですかね？　やっぱりシオンさん？　でもこの状況じゃ、さすがの僕も、罠に気づきますよ？　ライナさんにここで会った、という事実は、少なくとも僕はすぐにはシオンさんには伝えない。まずはクラウ先輩か、ミラー先輩に……」


　が、そこでルークはカルネの言葉を聞くのをやめる。そして思考を巡らせる。


　確かにそうだ。だからカルネに与えられているのはおそらくは、別の任務だ。カルネはシオンを釣つるための餌えさじゃない。


　じゃあ、なんだ？　と考えてみるが、それはわからない。情報が足りなすぎる。


　だが、


「……カルネさん」


　と、もう一度ルークはカルネの名前を呼ぶ。そしてくるんっと指を動かす。あらかじめ部屋中に張り巡らせていた糸を動かす。


　それにカルネはあきれたような顔で周囲を見て、聞いてくる。


「……まーた、いつの間にこんなに糸を張り巡らせたんですか？」


「あなたが後ろを見ている間に」


「ほんとルーク先せん輩ぱいは相変わらずですねぇ」


「そうですか？」


「そうですよ。で、どうして糸を？」


　と聞かれて、ルークは言う。


「あなたはどうやら敵の計画の中にいるようだ。だから、ここで沈ちん黙もくしてもらいます」


「それ、殺すって意味で？」


　とカルネに聞かれる。


　そしてそれにルークは、それでもいい、と、思う。


　おそらくレムルスにとって、ルークの存在だけはイレギュラーのはずだった。なにせルークは、リューラによって『司祭』や『女め神がみ』、『勇者』たちの情報を聞き、彼らからの洗脳を解く方法を習っていたのだ。


　だからレムルスの洗脳からも、逃のがれてしまった。そしてそれを予見することは、レムルスにも不可能だと思う。


　しかし、カルネは別だ。


　カルネはレムルスに利用されようとしている。このまま生かしておけば、きっとレムルスにとってなにか重要な役割を担になってしまうはずだ。いや、もしかしたらすでになにかしてしまっているかもしれないが。


　しかしそれでも、カルネの動きはここで止めておく必要がある。


　だから、ルークは糸を引く。するとぎゅるぎゅるとその糸が巡り、カルネへと迫せまっていく。


　おそらくカルネはそれをよける。


　後方へと逃にげる。


　だが、それで終わりだ。すでにカルネの後方、窓まど枠わくのあたりにもトラップが──


「…………」


　が、カルネは動かなかった。糸をよけずに、そのまま自分で絡からまってしまって。


　彼はこちらに向かって言う。


「どうやら僕の存在はまずそうですね。気絶させてください」


　それにルークは薄うすく、片目を開いて、
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「殺したほうが安全なんですが」


「それはわかってますけど、僕、実はちょっと、会いたい娘こがいるんですよねぇ」


「…………」


「こう、なんでしょ。月並みな話なんですが、監禁されて、死ぬんだーとわかったら、急にちゃんとしなきゃいけないことに気づいちゃって」


「…………」


「だからできれば生きて、ここから帰りたいんですよねぇ」


「…………」


「だめですかね？」


　が、それにルークは糸を強く引いた。するとカルネの首が糸で強く、強く、絞しめつけられ。


　そしてそれにカルネが、


「あ、切断されない……殺さな……あ……ありがとう……ござい……」


　しかしそこで、カルネの意識が途と切ぎれた。気絶したのだ。そのまま倒たおれる。倒れたカルネをルークはさらに糸で巻き、その糸の先を、塔とうの窓に巻きつける。


　それでもう、カルネは自力では動けないはずだった。それに首もかなり強く絞めた。しばらくは目を覚まさないだろう。


　それにうなずいてから再び塔の奥へと進もうとする。


　だがさらにそこで、問題が起きた。


　突とつ然ぜん、声が響ひびいたのだ。


　それは頭の中の声。


　ルークの頭の奥底に入り込んでいる、『神』の声。


　ミルク・カラードの声だ。


　いや、その声はいつも響いている。ミルクに出会って以来ずっと響いている。そしてその声にルークは、洗脳され続けているのだ。


　だが、その声がいつもよりも大きく、





《ルーク》





　と、呼んだ。





《ルーク。私のそばにきて》





　と呼ぶ。


　そしてそれにルークは、その声を感じるほうへと、目を向ける。それは塔の外だ。しかしそう遠くないことを、感じる。


「……隊長が、ここにきてる？」


　それから窓のほうへと進む。窓から顔を出し、街並みを眺ながめる。


　ミルクの姿はない。少なくともルークの視力ではまだ、見えない。


　だが、





《ルーク》





　声が響く。


　強く響く。


　間ま違ちがいなく近くまできている。


　そしてそれに彼は、


「まさか、私を助けに……」


　そう言いかけ、しかし首を振ふる。


　そうじゃない。


　ミルク・カラードがここにきたのは、そういう理由じゃない。


　これは、


「……罠か」


　と、ルークは思った。


　それから情報を整理する。いまある情報を整理する。


　いまここには、この塔には『悪魔ライナ』がいるのだという。


　さらにここには『勇者シオン』が呼ばれているのだという。


　その上さらに、『女神ミルク』までおびきだされていて。


　それがすべて、偶ぐう然ぜんだとはとても思えなかった。少なくとも自分の中のルールでは、それを偶然の一言で片付けることは許していなかった。


　間違いなくこれは、罠わなだ。


　それも異常なまでに巧こう妙みように、周到に張り巡らされた、罠。


「くそ」


　ルークは窓から外に飛びだす。ラッツェルの糸を上階の壁かべに向けて投げ、その糸をたぐって壁を駆かけ上がる。


　おそらくこの塔の頂点で、レムルスはすべての罠が完成するのを待っている。


　レムルスがなにを目的にこんなことをしているのかはわからない。なにがしたいのかもわからない。


　だが、あきらかにそれは悪いものだ。


　なのにどんどん、どんどん、ミルクの声が大きくなってしまっていて。


「……くそ、くそ。まさか私が、隊長にとっての餌になったのか？　だが、どこだ？　どこで私は罠にかかった？　シオンに命じられたところか？　それともリューラ・リュートルーと初めて出会ったときから、この計略は始まっていたのか？」


　それともまさか、もっとずっと前からか？


　もしそうなら、勝ち目はないかもしれない、と、ルークは頭を抱かかえたくなる。


　どんなことでもきちんとした計略を練っていたほうが、勝つのだ。あらかじめきちんと準備していた者が勝つのだ。


　そして今度の敵は、誰だれよりも深く、長く、計略を張はり巡めぐらせているようだった。怖こわくなるほど遠大な罠を国中に張り巡らせているようだった。


　なら、その筋書きはもう止まらないだろう。


　ライナは本当にここにいるかもしれない。


　シオンもなんの準備もせずに、ここを訪おとずれるかもしれない。


　すべてのシナリオは、レムルスが描えがいたとおりになるかもしれない。


　だが、それでも、


「……隊長がくる前に、レムルスを潰つぶす」


　頭の中で、そのための方策を考える。


　計略を練る。


　考えをまとめる。


　脳が痛くなるほどに強く、速く、彼は思考を巡らせて、


「……殺す。絶対に殺す。私の命にかけても、おまえの計略を破ってやる」


　そう言って、彼は必死に塔を駆け上がった。




　第四章　堕おちた黒い勇者







　そこは見たことがない場所だった。


　それほど広くない、暗い部屋。


　その中央に、まるで子供の絵本の中に出てくるような大きな玉座があり、そしてそこで、


「……………………んぁ……あ～、えーと、なんだこれ？」


　ライナ・リュートは、目を覚ました。


　薄く目を開き、周囲を見回す。


　だが、やはり部屋の中は暗いので、周りになにがあるかは、もう少し目が慣れないと見えない。


　おまけにいま、自分がどうしてここにいるのかさえわからなくて、


「あれぇ、なんで俺ここにいんだ？」


　と顔をしかめる。


　確か自分は、ヴォイスが作った国の、軍の官舎で書類を読んでいたはずだったのだが。


「いったいここ、どこよ？」


　と、彼はもう少し大きく瞳ひとみを開いて、周囲を見回そうとする。


　しかし瞳を開くと頭痛がして、


「あ痛いてっ」


　と、頭を押さえる。


　風か邪ぜかなにかで寝ねすぎたときのように、まだ目が覚めきっていなくて、


「こりゃ俺、魔ま法ほうで寝かされてたか？　あれ、ってなると俺、もしかして拉ら致ちとかされた？　いま、けっこうまずい状じよう況きよう？」


　なんて言いながら、とりあえず目を細めて、頭痛から逃にげる。そしてじっとそのまま、瞳どう孔こうが開き、目が暗くら闇やみに慣れるのを、待つ。


　部屋は暗いが、しかし、正面にある、両開きの扉とびらのようなものの隙すき間まからはそこそこ強い光が漏もれてきていて、徐じよ々じよに周囲の状況を確認できるようになる。


　するとそこは、こぢんまりとしてはいるが、やはり玉座の間のような場所だった。


　正方形の部屋。


　中央に少し高くなった台座。


　その台座の上にある玉座。


　玉座の前からは、赤く塗ぬられた筋が真まっ直すぐ延び、正面にある光が漏れてきている扉へと続いている。


　その扉以外に出入口はない。


　つまりここから出るには、あの扉を出る必要があるのだが、


「……もし俺、誰かに監かん禁きんされてんなら、あれよね。当然あそこらへんに、見張りいるよな？」


　なんて言いながら、ライナは自分の気配を消そうとする。


　しかしすぐにやめる。


　もしもあそこに見張りがいるのなら、きっと中の様子には気を配っているだろう。なら、突とつ然ぜんライナの気配が消えれば、目を覚ましたことが、バレる。


　だから彼は気配を消すのをやめて、あらためてぐったりと玉座に腰こしかける。それからふわーっと大きくあくびをして、


「……いや、まあ、ぐったりし続けるのは得意なほうだけどね～」


　なんて言う。


　眠ねむそうに瞳を緩ゆるめる。


　どうやらまだ、眠りの魔法の効力が残っているようで、ひどく全身がだるい。


　頭が重い。


　いっそもうひと眠りしようかな～、なんて思ってしまうほどに眠気が強くて。


「寝よっかな……って、わけにもいかないだろうけど」


　と、彼はもう一度目を見開く。


　瞳の力を使うのだ。


『すべての式を解く者』の力を使うのだ。


　だから瞳を開き、そしてそこに、呪のろわれた紋もん様ようを浮うかびあがらせようとして。


「痛いった」


　今度は思わず声をあげてしまうほどの痛みが、頭に走った。おまけに我が慢まんできずに目を閉じてしまう。


　すると痛みがあっさり消える。目を閉じると、痛みが消える。


　それに彼は薄うす目めを開けて、


「おーこりゃ、やべぇ。寝すぎで頭痛いんじゃないわ。力使えないよう、呪いかけられてる」


　と、うめく。それからもう少しだけ目を開く。するとやはり、痛みは強くなる。もちろん、さっき、『瞳』の能力を使おうとしたときほどの痛みはないから目を開くことはできるが。


「う～む、どうしたもんかね」


　と、彼は困ったように玉座の上にあぐらをかく。そのあぐらの上に肘ひじを置き、頰ほお杖づえをつく。


　頭が痛くならないように、眠そうに緩めた瞳でいまの状況をもう一度確認する。


　といっても、見知らぬ部屋に閉じ込められているような状況では、まるで新しい情報は得られないが。


「ま、いまの間ま抜ぬけな叫さけび声ごえ聞いても誰も入ってこないとこ見ると、見張りはいないのか？　もしくは別に、あそこの扉から出ていいとか？」


　と、彼はとりあえず玉座の上に立ち上がってみる。天てん井じようはそこそこ高いので、玉座の上に立っても、ライナの手は天井に届かない。


　なので両りよう腕うでを思いっきり上げて、


「ふぁ～」


　なんて、伸びをしてみる。そしてそれで、全身の状態を確認する。なにせ魔法で眠らされていたのだ。なら、どれくらいの期間眠っていたのかも、わからない。


　もしかしたら何年も眠りっぱなしで、


「俺ってばじーさんになってたりして」


　なんて笑ってみるが、体の筋や、筋肉の強こわ張ばり具合からしても、それほど長く眠っていたわけではなさそうだとわかった。


　それから調子を確認するように、体を見下ろす。すると彼は奇き妙みような服を着せられていた。


　それは紫むらさきと黒で構築された、道どう化け師しのような格好だった。


『すべての式を解く者』が着ていたものとはまた違ちがう、どこか禍まが々まがしい印象のある服。おまけにその服のいたるところに、文字のような、模様のようなものが散らされており、


「……ってこれ、呪じゆ詛そだろ。俺、呪詛だらけの服着せられてんの？　まずいな～」


　と、ライナは顔をしかめる。


　それから瞳を開き、その呪詛がどんなものかを解かい析せきしてみようとするが、


「……あ、俺、『瞳め』の力使えないんだった」


　と、さっきの頭の痛みを思いだして、慌あわてて目を開くのをやめる。そして困ったように着ている服の布をつかみ、ひょいひょいと引っ張ってみてから、


「脱ぬいでもいいのかな？　それとも脱ごうとすると呪詛が発動するようなタイプだったりしちゃう？　それだと脱ぐのまずいんだけど……」


　しかしそれを確認する術すべを、彼は持っていなかった。彼は服に描えがかれた呪詛の模様に触ふれて、その配置からどんな呪いを発動させようとしているものなのかを予想しようとするが、


「……まず、この模様自体を見たことないからなぁ。そもそもこれ、いまの魔ま導どう技術を使った呪詛じゃないだろ？　自分ですら構造がどうなってるかわかんねぇ俺の目を封ふうじちゃってるもんなぁ……」


　と、困ったように言う。


　そして服を脱ぐのをあきらめ、もう一度部屋を見回す。玉座の前から扉へと延びている赤い筋を見る。


　するとその赤い筋も、ただ赤く塗り潰つぶしているものではなく、細かい、よく見ないとわからないほどに小さい文字の集合で。


「やーべー」


　と、ライナはその赤を踏ふまないように、玉座から下りる。床ゆかにしゃがみこむ。赤い文字を見る。


　やはりそれも、見たことのない文字だった。


　だが、なんの意味もなく文字が書かれているわけじゃないだろう。


　あきらかにそれは、なんらかの効果を狙ねらって描えがかれたものだ。それくらいは、瞳の力を使わなくても見ただけでわかる。文字の形や、規則正しく並んでいる文字の配置を見れば、文字の意味を知らなくても、なんとなく理解できてしまって。


「……こりゃ、古語かな。勇者の遺物探したときに見つけた、アーラルド帝てい国こくが使ってた魔法の文字に……似てるような、似てないような……？　でもそこを基点にすれば、もしかしたら『瞳』を使わなくても読めるか？」


　と、ライナは指で文字を追っていく。わかりそうな部分だけをなぞって、


「えーと、ここがこうでここが、あーこっちに連なって、あれ、でもこれはフェイクだろう？　ほいじゃこっちは、あ、ちょっと複雑になってき……あ、だめか、こっちはだめだ。わからん。この文字の意味がわからん。辞書。誰だれか辞書持ってきてーってね、言ってもないだろから、なら、こっちからなら……」


　としばらく頑がん張ばって床に描かれた文字を読もうとするが、


「だーめだ。全然読めん」


　結局、あきらめた。


　それに彼は疲つかれたように顔をあげる。しゃがみながら横へとずれて床の文字を追っていたので腰が痛い。


「あ痛てて」


　なんて、年寄りのように腰を押さえながら立ち上がる。腰をもむ。そしてその、体の強こわ張ばり具合から、


「こりゃ、もしかしたら半月くらいは眠ってたかな？」


　なんてさっきの予想を変へん更こうする。そして体をもう少し動かして、入念に伸ばす。肩かたを回し、腰を曲げ、それから顔を、床の文字を読みながら移動しているうちにいつの間にかすぐ横にきてしまっていた扉のほうへと向ける。


　そして、言った。


「えー、結局この扉を開けるまでの間に、この部屋の情報をまったく得ることができなかったわけですが～、開けて、いいのかな？」


　まるで扉の外にいる誰かに話し掛かけるかのように、彼はそう言った。


「開けたら呪いが発動して、死んじゃうよーとか、そういうんじゃないよね？　開けていいんだよね？」


　しかしその問いに、返事はない。


「ちょっと～、俺を拉致した人～、俺起きたよー？」


「…………」


「あと腹もちょっと減ってんだけどー？」


「…………」


「おーい、まじで誰もいないのー？」


　と、声をあげる。


　だがやはり、返事はなくて、ライナは独り肩をすくめる。


「こりゃ、開けろってことか。でも開けると呪いがグワーってきて、ぎゃー!?　完──な～んて展開だと俺、困んだけど？　俺ってば最近、なにげにやりたいこと多いし」


「…………」


　しかし返事はない。


　それをライナは確認してから、


「仕方ねぇなぁ」


　と、手を扉とびらへと伸ばす。そのときも足は、床の赤い筋に触れないようにする。まあ、たぶんこの赤い筋は部屋全体に呪いをかけるような配置になってそうなので、触さわらないことに意味などないかもしれないが。


　しかし念のために、赤い文字には触れずに扉を押して開く。すると扉には鍵かぎがかかっていなかったようで、あっさり開いてしまう。


「お、開いた」


　と言いかけ、ライナは言葉を止める。


　なぜなら扉の向こう側が、どこにも繫つながっていなかったから。


　どうやらいま、彼がいるのは背の高い、塔とうの上のほうの階のようで。


　そしてその、扉の向こう側は、すぐ外だった。


　いや、目の前には空が広がっていたと言ったほうがいいかもしれない。なにせそこから見える大地は遥はるか下方で、


「うえー、まじで？」


　ライナは下を見下ろす。


　塔の下には、その塔を中心にするように、放射状に街並みが広がっていた。そしてその街の景色にライナは、見覚えがなかった。


　つまり、


「きたことない国だよな、これ。ってか、扉開けてすぐ外って、どうなのよ？　だいたいこんな構造じゃ、どうやってこの部屋にくんのよ？　普ふ通つうの人間じゃここにくるのも無理じゃねぇ？」


　と、扉からもう少し顔を出そうとする。すると突とつ然ぜん、部屋の中央を走っている赤い文字が光り始めて──


「ってわわわ、やべ、呪のろい発動する？」


　慌ててそれに対応するために、ライナは部屋に戻もどる。


　身構える。


　だが、


「…………」


　どういうわけか、なにも起こらない。それどころか赤い文字に宿った光も消えてしまって。


「……あ、そういう仕組み？　俺がこっから出ようとすると、呪いが動くの？」


　と、ライナはもう一度扉の外へと、手を伸のばしてみる。そしてさっき頭を出したあたりまで手を伸ばすとまた、


「光った」


　手を引っこめると、


「消えた……ってね、つまりそういうことね、ふむ」


　引っこめた腕うでを組んで、彼はうなずく。


　再び扉の外へと目を向ける。


　見知らぬ国の街並み。


　もう、手を伸ばせば届いてしまいそうなほど近くにある、雲。


　普通の人間では出入りできそうにない構造になっている、部屋。


　さらにはライナの瞳ひとみの能力まで封じてしまっている、呪詛によるトラップ。


　彼はそれらを眺ながめやって、


「さ～て俺は、なにに巻き込まれたのかねぇ」


　なんて言いながら、扉から離はなれる。


　そのままぐるりと部屋を一周してみる。


　だが、やはり出入口や、隠かくし扉のようなものは見当たらない。


　それを確認してから、顔をあげる。扉と反対の壁かべのほうへと目を向け、


「まー、さすがにこんなに徹てつ底てい的てきに呪詛を張はり巡めぐらせるような相手がポカミスするとは思わないけど」


　なんて言いながら、彼は両手を上げる。指を躍おどらせる。そして瞬またたく間まに二つの魔ま方ほう陣じんを生みだして、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　と、ローランドの魔ま法ほうを使う。


　すると二つの魔方陣の中央に光の塊かたまりが生まれ、その塊から、光の槍やりが放たれる。


　それぞれ、壁と、床に向かって。


　当たれば、床は無理かもしれないが、壁には穴が開くだろう。そうなるよう、精度が落ちる代わりに出力が大きくなるよう、魔方陣を組くみ換かえていた。


　そしてその、威い力りよくを増ぞう幅ふくした光が、壁と床に当たる──前に、また部屋の中央の光の文字が光る。


　そして『光燐くうり』はあっさり消しよう滅めつする。


　当然、壁にも床にも傷一つつかない。


　それをライナは緩ゆるんだ瞳で見つめて、


「だと思った」


　と、ちょっとだけふて腐くされたように言う。それから小さくため息をつき、


「しかしこりゃ、まいったね。八はつ方ぽう塞ふさがりだな」


　なんて言いながら、部屋の中央に戻る。玉座に登り、そこに行ぎよう儀ぎ悪く片足を立てて座る。


　そのまま開かれた扉のほうを見る。


　空はよく晴れているが、ここは高度が高いせいか、入ってくる風は冷たい。


「って、寒いんだけど。扉閉めてくりゃよかったな」


　なんて言うが、しかし、面めん倒どうなので自分で閉めにいこうとはしない。


「ってか、じゃあ俺、ここでどうすりゃいいの？　餓が死しするまで閉じ込められてろって？」


　と、誰かに質問するように、言う。


　やはり返事はないが。


　だが、気にせずライナは続けた。


「あれよ？　もしほんとにそうなら、俺、その扉から外に飛ぶぞ？　魔法使えば塔の壁に貼はり付きながら降りることはできるだろうし、それにこの部屋出りゃ、あれじゃねぇの？　俺の『瞳め』の力を封ふうじてる呪じゆ詛そも、効果なくなんじゃねぇの？」


「…………」


「そうなりゃ、外に出さないようにする呪詛が発動しても、俺、たぶん解呪できちゃうと思うんだよねぇ」


「…………」


「だからもうちょい待って誰もこねぇなら、俺それやるから。もしも監かん視ししてる奴やつがいんなら、そのつもりでな？」


「…………」


「……って、まじで誰もいねぇの？」


「…………」


「おーい」


　と、声をかけるが、やはり返事はない。


　それにライナはふぅむと独りうなってから、しばらくぼんやりする。


　そしてもう一度だけ、どうして自分がここにいるのかを考える。


　覚えているのは、自分がベッドにいたときのことまでだった。スフェルイエット民国の中央軍官舎という施し設せつで用意された自室のベッドで、書類を読んでいて──


「……あれ、そのあと部屋に、誰だれかきたっけ？」


　記き憶おくの中を探さぐって、そんなことを呟つぶやく。


「んぁ～、なんか、思いだせないんだけど、俺、誰かに呼ばれたような、違ちがうような……」


　が、そこで。


「その記憶は正しい。そして、呼んだのは、僕だよ」


　という、声がした。


　それは部屋の、中だった。


　天てん井じようのほう。


　さっき見回したときには誰もいなかったのに、いまはそこで、はっきりと何者かの気配がしていて。


　ライナは目をあげる。


　するとそこには奇き妙みような生き物がいる。


　一応、人型の形はしているのだが、球状の頭に無数の瞳が蠢うごめき、体からは腕が八本も生えている。二本は腰こしにそえられ、四本は腕うで組ぐみしている──という姿の化物が、天井からぶら下がってこちらを見つめてきていて。
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　それにライナは、


「うお、なんかすっげぇ態度デカい奴が出てきたな」


　と言うと、その化物が笑った。


「はは、そんな反応？　おまけにそれ、南にいる誰かさんにも言われたな」


「だってすげぇおまえ偉えらそうだぞ？」


「あはははははは、そうかなぁ。謙けん虚きよな気持ちはずっと持ってたいと思ってるんだけど……でも、僕を見て、怯おびえたりしないんだね。化物だーってびっくりしない？」


「ばけものだー」


「遅おそいよ～」


　それにライナは笑って、


「なんてな。ま、この部屋見りゃ、化物が出てくるだろうとは思ってたからさ」


「予想済み？」


「まあね。おまけに化物なのはおまえだけじゃないし」


　と、ちょっとだけ悲しげに言う。


　すると八本腕の化物がこちらの、瞳のあたりを見て、言った。


「ばけものだー」


「うるせぇ」


「あはは」


「ってかさ、おまえ、降りてこねぇ？　ずっと見上げてんの首が痛いんだけど」


「あ、そうか。それはごめん」


　そう言って、化物は天井からどさっと、床ゆかに落ちてくる。


　呪いが書き込まれまくっている赤い文字の上に立って、こちらを見る。一組の腕を解き、一組は組んだまま。もう一組はやはり腰にあてられていて。


「やあ、初めまして」


「やっぱ偉そうだなぁ」


「え、いまの口調のどこが偉そうなの？」


「腕」


「あ、腕かぁ」


　なんて言ってまた、化物は笑う。だが腕組みは解かない。そしてその態度がデカイ化物が、


「まあ、態度の悪さじゃ君も負けてないと思うけどね」


　なんて言ってきて、それにライナは自分の姿を見る。そして片足を椅い子すに立て、ひじ掛かけに腕をおいて頰ほお杖づえをついたままの自分の姿を見てから、言う。


「俺の生まれた国じゃ、相手に敬意を示すときはみんなこの格好なんだよ」


「あ、直さないんだ」


「敬意を表してるからな」


「そんな国は滅ほろびたほうがいいと思うなぁ」


　と、化物は言ってまた、笑う。


　口がないのにけらけらと声をあげる。


　その化物に向かって、ライナは言った。


「で、おまえは何者なのよ？　俺になんの用？」


　すると化物が言う。


「いやぁ、実はもう、何度も名乗ってるんだけどね～」


「はぁ？」


「ま、覚えてないと思う。君をうまく口説けないと、そのたび君を寝ねかせて記憶を消してるから──」


「っておいおいおい、なんかいま、さくっとすげぇやばいこと言わなかっ……」


　が、それを遮さえぎって、化物は続ける。


「いやぁ、こんなに入念に術式を用意してもまだ、うまく洗脳できないなんて、やっぱり君は化物だなぁ。『司祭』たちが怖おそれるわけだ」


　などと、いまいち内容が見えない話をしてくる。


　それにライナは半眼で化物を見つめ、そして、


「とりあえずおまえがなに言ってんのかはいまいち見えてこないんだけど、まず名前言えよ」


　と、言う。


　すると化物がまた笑って、


「誰かに名前を聞きたかったら、まず自分から名乗──」


「ばーか。名前も知らない相手を誘ゆう拐かいしたのかよ」


「え、いや、そりゃ知ってるけど」


「じゃあくだらないこと言ってないで、早く名乗れ」


　するとそれに、化物がくくくと笑い、


「なーんか、いいね、君。僕が知ってるいままでの『悪あく魔ま』と全然違う。なんか、なーんか、いいよ。なるほど。うまく洗脳できなかったのは、性格が違うからか。思いきって起こしてみて正解だった」


　なんて言う。


　そしてそれにライナは、内心ひどく困る。この化物は自分が意識を失っている間に、何度も何度も、こちらを洗脳しようとしていたのだという。


　口調が明るくてまるで人間と喋しやべっているような錯さつ覚かくに陥おちいりそうになるが、しかし、


「……ずいぶん厄やつ介かいそうなのに捕つかまったなぁ」


　と、うめきそうになる。


　するとそこで化物が言った。


「僕はレムルスだ。レムルス・レムルド・アークエド」


　それにライナはレムルスを見て、


「名前長なげぇな」


「あはは、そうかもね。じゃあレムって呼んでくれ」


「じゃあおまえはライナさんな」


「えー」


「んでレム」


「なんだいライナ」


「さんは？」


「友達だろう？」


「誘拐犯が友達ヅラすんなよ」


「あははは」


　と、レムルスが笑う。


　それにライナは、


「で？　なんで俺をここに連れてきた？　おまえは何者で、なにが目的なんだ？」


　そう聞いた。


　そしてそれを聞くのは、非常に危険だった。なぜならレムルスはなにか目的があって、彼をここに連れてきたのだから。それも、ライナが逃にげられないよう、二重三重に呪のろいを部屋に張はり巡めぐらせてここに閉じ込めておいて、姿を現した。


　つまり、なんらかの目的を達成するために、ここにやってきたのだ。そして話が進めば、その、なんらかが起きる可能性が高くなるわけで。


　だから彼は少しだけ体に力を入れる。全身を緊きん張ちようさせる。もしこの化物に急に襲おそい掛かかられても反応できるように緊張しながら、


「俺になんの用だ？」


　そう聞いた。


　するとレムルスが、いくつもある瞳ひとみを細めて、言った。


「ちょっと君に、聞いてみたいことがあってさ」


「なによ？」


「なぜそんなに、シオン・アスタールに執しゆう着ちやくする？」


　なんてことを突とつ然ぜん、聞かれた。


　そしてそれにライナは、


「んぁ？」


　とだけ、答える。


　あまりにその質問が唐とう突とつすぎて、いまいち意味がわからなかったからだ。


　しかしレムルスは続ける。


「だって、おかしいだろう？　君とシオンは兄弟でも、恋こい人びとでもない、他人なんだ。なのになんでそんなに一いつ生しよう懸けん命めい、君は彼を助けようとする？」


　という問いに、ライナはレムルスを見上げて、


「いやあの、ちょっと待てって。いまいち質問の意図が見えないんだけど？」


「あれぇ、そうかな？」


「そうだよ。だいたい、なんでいきなりここでシオンの話が出て……」


　そう、言いかけて、しかしライナは言葉を止める。それから少し思考を巡らせて、


「あ、そうか。おまえの言ってるのは、シオンの、中にいる奴やつの話か……もしかしてそっちの話してる？　どっちかっていうとおまえ、そっちのほうだもんな？　あっさり俺の『瞳』の力も封ふうじちゃってるし。ってことはいま、おまえがしようとしてるのは、俺の中の化物と、シオンの中の化物の話か？」


　と、聞く。


　するとそれに、


「…………」


　なぜかレムルスは沈ちん黙もくして、答えてこない。


　だがライナは気にせず続けた。少しだけ身を乗りだして、


「その話はちょっと、興味出てきたな。おまえその辺詳くわしいの？　やっぱ化物は化物同士、化物事情に詳しかったりする？」


「…………」


「いやー、あんまこっちの手の内明かすのはまずいかなぁとも思ってんだけど、この辺の情報は、全然調べる場所がなくてさぁ。むしろ俺のほうが教えて欲しいくらいで……」


「…………」


「とりあえず教えてくれ。シオンの馬ば鹿かはなにに巻き込まれ……って、いやでもそれだけ聞いてもな……あれ、じゃあ、俺の中のコレについてから聞きゃいいのか？　でもそれだけじゃ意味ねぇし、あー、なんだ。もう、いろいろ複雑でめんどくせぇな。じゃあ、この質問でいいか」


　と言ってから、ライナはレムルスを見る。


　そして、聞く。


「あのさ、結局のところいったいいま、全体的にどうなってんの？」


　と、もう、もの凄すごく広い範はん囲いに亘わたっての質問を、一発でする。


　するとさすがにレムルスは沈黙を解いて苦笑して、


「……全体的って……抽ちゆう象しよう的にもほどがあるなぁ」


「だって全然理解できてねーんだもん」


「ははは。いや、でもそういう前提条件を説明する前に、君の本当の気持ちを聞いてみたかったんだけどねぇ」


「いやいや、前提条件がわかってないのに気持ちもくそもねぇだろ」


「そうかな？　君はなにもわかってない状じよう況きようからずっと、シオンを助けようとしてたろう？」


　という問いに、しかしライナはあっさり、


「そりゃ友達だからな」


　と、答える。


　するとレムルスは少しだけ首をかしげて、


「友達？」


「ああ」


「ニンゲンは友達のために命をかけられるようには、作ってないはずなんだけどなぁ」


「ってか、人間っておまえらが作ったのかよ」


「ん～、正確に言うと『女め神がみ』が『勇者』を封じるために『ニンゲン』という名の魔ま法ほうを生みだして、で、それに対たい抗こうするために『勇者』と『悪魔』が生みだしたのが、『ニンゲンαアルフア』ね」


　なんて説明にライナは言う。


「なんか前提条件が多すぎて、全然理解できないんですけど？」


「あははは」


「ってかじゃあ、おまえらまじで神なの？　俺らを作ったのは、おまえら？」


　するとレムルスは笑って、


「まあ、そうなるね～、といっても、僕は『女め神がみ』じゃないから一匹ぴきしか『ニンゲン』を作ってないけどね……」


　と、こちらを見下ろしてくる。そしてにやにや笑う。そのにやにやの意味がいまいちわからないが、しかし、こいつがしている話自体があまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎて、簡単には納なつ得とくできなかった。


　第一こう、俺は神だ～って言ってくる奴の口調があまりにも軽すぎて、信用度が低いというかなんというか、


「……なんか神様に会ってこんなにがっかりするとは思わなかったんだけど」


「あはは」


「ってかでも、まじでおまえが神様ならさ」


「うん」


「俺のほうがずっと聞きたいことがあったんだけど」


「なにかな？」


　それに、ライナは聞いた。ちょっとだけ真しん剣けんな表情で、


「……なんでおまえ、俺みたいな化物を作ったんだ？　なぜ俺にこんな瞳を与あたえた？」


　と、聞いた。


　そしてそれはもう、物心ついたときからずっと、ずっと、考え続けてきたことだった。自分はなぜ生まれたのか？　こんなに人を傷付けることしかできない不完全な形で生まれてきたのか？　それを悩なやみ続けてきて。


　そしていま、目の前に、自分のことを作ったかもしれない『神様』が現れてしまった。


　創造主が現れてしまった。


　で、そいつに向かって、なんで俺なんか作ったのか、と聞く──って、なんか、冷静に考えてみると父さんの馬ば鹿か野や郎ろうー的な反はん抗こう期の少年のような気分になるが。


　しかし、彼は聞いた。


「なんで俺を作った？」


　するとレムルスは答えた。


「なんでかなぁ。君を作ったのは僕じゃないから、わからないなぁ」


　と、答える。


　だが、やはりニヤニヤ笑っている。


　楽しそうに笑っている。


　馬鹿にするように笑っている。


　そしてそれにライナはレムルスをにらみあげて、


「……そのツラ、おまえなんか知ってるだろ？」


「あはは」


「答えろよ」


「ふふふふふ……でも、そんな感情を持つんだね。それも想定外。『女め神がみ』たちはさぞ、困こん惑わくしてるだろうなぁ。ただの魔法ニンゲンが、逆に自分たちを食くい潰つぶしてしまうほどに大きな感情を持つだなんて。まあ、それは僕らを作った『司祭』どももそうだろうけど。皮肉な話だよねぇ。『司祭』たちは、自分が作った魔法メガミや魔法ユウシヤの突とつ然ぜん変へん異い体に悩まされ、さらにその、魔法メガミたちが作った魔法ニンゲンに、今度はみんなが呑のみ込まれようとしてる。自分で創つくったはずなのに、まるでコントロールができなくなってしまって」


　なんて言う。


　もう、聞いててもまるで意味がわからない言葉を並べる。おまけに、


「まーた新しい言葉が出てきた。シサイ？　って、なんだよ？」


「ふふふ」


「ふふふじゃねぇよったくうぜぇなぁ。もう、思おもわせ振ぶりな話し方やめて、わかる言葉で話せって」


「あは。でも、神様の言葉は、ちょっとわかり難にくいくらいがありがた味があるだろう？」


「ねぇよ」


「えー」


　と、レムルスはまた笑う。それから、


「まあ、でもそうだね。そろそろ話を戻もどそうか」


「おまえ全然俺の質問に答えてねぇんだけど？」


「そうだっけ？」


「そうだろ」


「でも、まずは僕の質問に答えてよ。時間があればなんでも答えてあげるから」


　と、言う。


　それからまた、聞いてくる。


「じゃあ話を戻すけど、教えてくれ。なんでシオン・アスタールに、そんなに執しゆう着ちやくする？」


「そりゃさっき答えたろうが」


「友達だから、っていう話？」


「ああ」


「じゃあ君は、友達だったら誰だれでも救おうとするのかい？」


「あ？」


「たとえばトアレ君はどうだろう？　君は命をかけて救うか？」


「んぁ？　いや、どうかな。そんなこと考えたこと……」


　が、レムルスは遮さえぎって、言った。


「しないよ。しない。君はトアレ君を救おうとはしない」


「ああ？　おまえになにが……」


「じゃあアルア君は？」


「だから」


「ククはどうかな？」


「……あの」


「クラウ・クロムはどうだろう？」


「……おまえ」


「ルーク・スタッカートは？」


「ちょ、黙……」


「ヴォイス・フューレルは？」


　と、次々と名前があがる。ライナに連なる人間の名前があがる。それにライナは顔をしかめる。こいつは本当に、ライナのことを調べあげているのだ。もしくはライナの頭の中を、探さぐっているのだ。だからこちらの情報をかなり持っている。そしてそれは、駆かけ引ひきをする場合、ひどく不利だった。


　それにライナは思わず、顔をしかめる。


　しかし気にせずにレムルスはさらに言ってくる。話を続けてくる。


「さて、君はシオン君は友達だから助けたいんだという。でもじゃあ、どこからが友達で、どこからが他人なのかなぁ。顔見知り程度の相手も救うのか、それとも特別な友達以外は救わないのか？　それとも友達と呼べるのは、シオン君だけとか？　それなら、わかる。それは愛だからね。ずっと見てきたけれど、ニンゲンは愛のためなら際限なく狂くるう。妻や子供を守るために、平然と自分を犠ぎ牲せいにする」


　それにライナは目を細めて、言った。


「そりゃ、俺の父親のこと言ってんのか？」


「あ、ちょっと分かり易やすく言いすぎた？」


「っておまえやっぱ、俺がなんで生まれたか……」


　が、それを遮って、言った。


「知ってるよ。でも教えてあげない」


「てめぇ」


「まあでも話の成りゆき次し第だいでは、教えるかも。だから会話を続けよう」


　なんて言って、そのままレムルスは手を一本、後方へと伸のばす。すると床ゆかにあった赤い筋が盛りあがり、ライナが座っているのと同じような玉座が生まれる。


　そしてそこに座る。


　その瞬しゆん間かん、レムルスの周りに突とつ然ぜん、布のようなものが現れ、レムルスの姿が隠かくれる。その布を内側から翻ひるがえすようにして手が伸びてくる。


　その手が、レムルスのものよりも、細い。白い。さらにその布の中から、一人の男が現れる。


　布──というよりも、マントを羽織った、一人の男が現れ、玉座に座る。やはり偉えらそうな態度でひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、


「やあライナ」


　なんて、言ってくる。


　現れたのは、シオンだった。


　ローランドにいたころによく見た、好青年風の、しかし実は中身いじめっ子の姿がそこにはあって。


　ライナはそれに、


「……なんのつもりだ？」


　と、聞く。


　するとシオンが──いや、シオンの姿を装よそおったレムルスが、言う。


「覚えてないだろうけど、君を拉ら致ちするとき、僕は君のところにこの姿でいったんだ。そしたら君はすごく動どう揺ようしてねぇ、で、あっさり僕に捕つかまった。で～、いまはどうだろう？　僕のこの姿を見て、また動揺してる？」


「別に」


「あは、噓うそだね。あきらかに表情が強こわ張ばってる」


「…………」


「でもこれ、おかしいと思わない？　なんで君はそんな反応になるんだろうねぇ？　それ、本当に自分の感情なのかな？」


「…………」


「もしかしたら、君の中の何かに操あやつられた感情なんじゃないかって、そうは……」


　しかしそこで、ライナは言った。


「思わないね」


「そう？」


「ああ」


「そんなにシオンが大事？」


　その問いに、ライナはあっさり答える。


「ああ。仲間だからな」


「仲間？　ナカマナカマ、仲間や友達は大切にしましょう～って、ママから習ったとか？」


　と、レムルスが馬ば鹿かにしたように言う。


　そしてそれにライナも、笑う。確かにちょっと、仲間という響ひびきはださくて。


「母親の記き憶おくはあんまないんだけど、そんなことは言われてないかも」


「ならなぜ、シオン・アスタールにそんなに執着する？」


　という問いに、ライナは少しだけ考えるような顔になって、


「それは……なんでだろな。でも、あれだよ。俺ら、一いつ緒しよに頑がん張ばった仲間なんだよ。って、仲間って響きはほんとちょっとださいけど」


「はは」


「でも、なんもないところで、それでももう一回頑張ろうってあいつが言ってくれてさ。俺はあいつに会うまで何度か頑張ってみたんだけど……でも毎度だめで」


「うん」


「頑張っても誰も助けらんないし、なにもうまくいかなくて……だから、嫌いやだって言ったんだけど。いままでだめだったからもう、頑張りたくないって言ったんだけど……でも、あいつすーげーうぜぇ奴やつで独りで馬鹿みたいに頑張るから、ほっとけなくてさ……」


「だから、助けたくなると？」


「ああ」


「それは『悪あく魔ま』じゃなく、君の意志？」


「そうだ」


「だけど彼は君を裏切ったろう？」


　という言葉に、ライナは言った。


「裏切ってねぇよ」


「それは噓だ。君は裏切られたと思ってるはずだ。まず、彼は君に対して『忘却欠片ルール・フラグメ』を撃うった。君の仲間が何万人も死んだろう？　それをどう処理する？」


「……それは、あいつにも事情が」


　しかしレムルスはさらに続ける、


「それに助けようとする君の手もあっさりはねのけた。いまじゃ会うこともできない。それでも君は、彼を仲間だと言うのかい？　救いたいと？　でも彼は、君の助けなんて望んでないかもしれないよ？　仲間とすら思ってないかもしれない」


「…………」


「実は君だけが空回りしてるんじゃないか？　彼は君を望んでいない。いや、むしろ邪じや魔まだと思ってる。なのに君はいったい、なにをしようとしてる？」


　そう、レムルスに問われて。


　しかしそれにライナは笑って、


「知るか」


　と、言った。


　それはフェリスが言ってくれた言葉だった。


　ライナが化物で、この世界のすべてを台無しにするような醜みにくい生き物だとしても、彼女はそんなことは知らないのだという。


　ずっと側そばにいてくれるのだという。


　そしてその、たった一言で、彼は死ぬほど救われてしまった。心の底から救われてしまった。


　だからライナは笑って、言った。


「あいつの事情なんか知るかよ。あいつは馬鹿だから、俺らの助けがいる。俺はそう信じてる」


「はは」


「だからあいつがいらねぇって言っても、知ったこっちゃねぇんだ」


「ははははは」


「おかしいか？」


「ああ、おかしいよ。君の気持ちが、あまりに強すぎてね。もっと迷ってると思ったけど。もっと弱いと思ってたけど……そう、そうか。今回はそこから、筋書きが歪ゆがむのか……そしてもう、『悪魔』は君に意識を喰くわれ始めてる……」


　とそこで、レムルスは玉座から立ちあがる。座っていた玉座を消す。姿を元の、化物の形に戻もどす。


　そして、


「でも、やはり君を起こしてよかった。眠ねむってる間はまだ、いまいち『悪魔』の意識が邪魔してね、君の本心が聞きだせなかったんだけど」


「寝ねてる俺に、勝手に質問すんなよ」


「質問どころか、体を乗っ取って動かしてたけどね」


「はぁ!?」


「あはは、でも、本心はわかった。つまり君は、君自身の意識でシオン・アスタールを救いたいとそう思ってる、と」


「ああ……って、なんで俺はこんなに素す直なおにおまえの質問に答えてんだろ」


「ほんとにねぇ」


「おまえ、もしかして自白剤ざいかなんかを俺に飲ませてる？」


　と聞くと、レムルスは答えた。


「ほんの少し」


「やっぱりか……」


「シオン君について聞くときだけ、質問に力を乗せてる。魔ま力りよくを帯びさせてる。でも、ほんの少しだよ。君の本心が聞きたかったから」


「ふぅん」


「で、本心を聞けた。君は、君自身の気持ちで、仲間が大事なんだよママーっと」


「ぶっ飛ばすぞ？」


　というと、レムルスはまた笑う。楽しそうに笑う。それから、


「でも本心からシオン・アスタールを助けたいんだろう？」


「…………」


「相手が望んでようが望んでまいが気にせず、助けたいんだろう？」


　という言葉に、ライナは、


「そうだ」


　と、うなずいた。


　するとそれに、


「じゃあ、救う方法を教えてあげよう」


　なんてことを突然、化物が言う。


　シオンを救う方法を教えてやろうと、言った。


　そしてそれに、ライナは頰杖から身を起こして、


「……言っとくけど、おまえの言うことなんて信用しねぇぞ？」


「え？」


「だっておまえ、それ、誘ゆう拐かい相手の子供に『お嬢じようちゃんなにが欲しい～？』『アメちゃん欲しー』『よし、じゃあ君に、アメちゃんをあげよう』って言ってるようなもんだぞ？」


「あ、まあ、そうだねぇ」


「俺は子供かよ」


「あははははははは、ま、子供なんだけどねぇ～……」


　と、言う。


　そして突とつ然ぜん、レムルスが指を二本立てて、こちらに向ける。


「背喰いゼロ」


　と呟つぶやく。


　刹せつ那な、


「がぁっ」


　突然、首が絞しまった。なにかが絡からみついているような感かん触しよくはあるのだが、それは目に見えない。


　しかしレムルスの攻こう撃げきは止まらない。


「背喰いゼロ。背喰いゼロ。背喰いゼロ。背喰いゼロ。」


　と、次々呟く。


　それでライナの右みぎ腕うでが、左ひだり腕うでが、左足が、右足がなにかに拘こう束そくされて、さらにそのまま上方へと体を跳はねあげられてしまう。


　体がなにかに押されて天てん井じように当たり、めり込む。全身の骨が砕くだけてしまうんじゃないかと思うほどの衝しよう撃げきがあるが、首を絞められているので声一つ出せない。


　そしてそれに、レムルスが床ゆかを蹴けって、跳ねる。するとレムルスの体が天井まで上がってきて、まるで重力を無視しているように足から天井に着地する。


　そのまま、動けなくなっているライナのすぐ近くまで歩いてくる。


　しゃがむ。


　無数の目が、ライナの顔をのぞきこむ。


　そして、


「……さてお嬢ちゃん、なにが欲しい？　アメかな？」


「…………」


「でも僕はもう君を誘拐しちゃってるんだよねぇ。アメは、誘拐するときにはいるけれど、誘拐したあとはいらないと思わないかい？　捕つかまえたお嬢ちゃんに言うことを聞かせるなら、こうやっていたぶってやればいい」


　その言葉と同時に、さらに首を絞める力が強くなる。首が千ち切ぎれてしまいそうなほどに強くなる。


　声は出ない。


　喉のどが潰つぶれてしまっているのだ。


　いや、この状じよう況きようではもう死んでしまっていてもおかしくないのに、死ねずに苦痛が続いているのは、レムルスの力だろう。


　そのレムルスが、続ける。


「勘かん違ちがいしないで欲しいのだけど、僕は君を簡単に殺せるんだ。中にいる『悪魔』ちゃんなんて、『這はい神がみ』に過ぎない僕にこんなふうにいたぶられちゃうのに驚きよう愕がくで震ふるえちゃってるかもしれないけれど……僕はずっと、こうなるように準備してきたんだ。だから今日なら。いまなら君を、殺せる」


「…………」


「でも殺さない。君の意思なんて無視して、喰らって自分の力にもできるけど。そのための呪じゆ詛そをこの国のニンゲン全員を犠ぎ牲せいにして、すでに張はり巡めぐらせているけれど──でも、そうしない。それどころか君を殺さずに、アメちゃんをやろうと言ってる。この、狂くるった世界をなんとかするために、ちゃんと話しあいたいと思ってる」


「…………」


「だから、シオン君の戯たわ言ごとだけじゃなく、僕の話も、少しは信じてくれないかなぁ」


「…………」


「って、喉が潰れてちゃ答えられないだろうけど──消えろ」


　と、言う。


　するとライナの首を絞めていた力が突然消える。両手両足の拘束も解ける。さらにどういうわけか、潰れていた喉が復活する。


「がは、あ」


　声が、出るようになる。


　そのまま天井から玉座へと落下し、着地に失敗する。


「うあ」


　腰こしを強く打ちつけて、苦痛の声をあげる。


　するとそこに、


「さあ話を続けようか？」


　再びさっきまでと同じ、赤い筋の上に立ったレムルスが言ってくる。


　それにライナは顔を上げ、


「……化物め」


　と言う。


　するとレムルスは笑って、


「普ふ段だんは僕が、それを君に言ってたんだけど」


「ってかおまえ、この国の人間全部を犠牲って話は──」


「いや、その話をすると君の機き嫌げんを損そこなうから、しない」


「はぁ？　それっておまえ……」


「だいたい、君の力が大きすぎるのが悪いんだよ。だから僕も大きなリスクを取ってる。この呪詛は、ニンゲンを犠牲にするだけじゃなく僕の命を大おお幅はばに削けずってる。それだけ頑がん張ばってもやっと、押さえられるのは君一人だ。で、こうしてる間にも『勇者』やら『円命の女神』やらが君を救うためにこちらに向かってる。だからその前に、すべてを終わらせる必要がある」


　なんて言う。


　そしてそれに、


「……『勇者』？　ってそれ、シオンのことか？」


「そうだよ」


「ここに、シオンがくるのか？」


「うん。シオン君にはもう、お宅の娘むすめさんを誘拐しましたよ～って伝えたからねぇ」


「はぁ？」


「だから彼はもうすぐくる」


　と、レムルスは言う。


　シオンがここにくると、そう言う。


　それもライナを誘拐したから。ライナがここにいるから、シオンはここにくるのだという。


　それにライナはレムルスを見上げて、言った。


「俺を助けに、シオンがくるって？」


「ああ」


「……こねーだろ」


「くるよ」


「こねぇって」


「彼はくる。君を助けにね。もう、君を助けたくて仕方ないって顔をしてたし、きっとくるよ」


　なんて、言う。


　そしてそれに、ライナはシオンの顔を思いだす。


　それはいつもの執しつ務む室。


　何日も徹てつ夜やで、書類の山に二人で押し潰されそうになっていたときのことを思いだす。


　シオンは笑っている。自分のほうが寝ねてなくて、疲つかれてるはずなのに、それでも強がって笑っているあいつの顔を思いだして。


「……くるかも」


　と、ライナは顔をしかめて、言った。


　するとレムルスはまた、笑う。


「だろう？　自分の不利になるとわかってて、それでも彼はくる」


「う～ん」


「ま、彼がこないと君は終わりなんだけどねぇ。君は僕に手も足も出ないし」


　その言葉に、ライナはレムルスを見て、聞いた。


「なぁレム」


「なんだいライナ」


「ちょっと聞きたいんだけど」


「なんだろ」


「あのさ、俺がおまえの封ふう印いんを無視して、『瞳め』の力使ったら、どうなんの？」


「それを僕が教えるはずないだろう？」


「じゃ、使っておまえに攻撃してみていい？」


「いいけど、死ぬよ？」


「あ、死ぬんだ」


「うん」


「じゃあ」


　と、ライナは立ち上がる。それからあかんべーをするように、左手で左眼の下の部分あたりを引っ張る。


　そして、


「じゃあ、『瞳』の力を使って、死ぬのはありだな」


「へ？」


「俺が死んだら、シオンはもうこないだろう？　そしたらおまえの罠わなにあいつがかかるのを防げる」


「あ、あ、そんなこと考えちゃう？」


「考えちゃう。じゃなくてもおまえに付き合うのはなんか、やばそうじゃん？　国にいるニンゲン全部を犠牲にした呪詛？　おまえ、絶対頭おかしいだろ？」


「いやいや、賢かしこいつもりなんだけど」


　が、その言葉を無視して、ライナは続ける。


「そんな頭おかしい奴やつに付き合って罠にかかるよりは、死んだほうがマシだよ。それにおまえの言ってることはハッタリかもしれない」


「…………」


「『瞳』の力を使っても、俺は死なないかもしれない」


「…………」


「そしたら負けるのはどっちだ？　おまえは俺が怖こわいんだろう？　だからこんな入念に準備した。だけど俺が『瞳』の力を使ったら、どうなるかなぁ？」


「…………」


　しかし、レムルスはそれになにも言わずに、こちらを見つめてくる。ライナの行動を止めようともしない。どうもこちらが、『瞳』の力を使ったりしないと思い込んでるようで。


「……ってか、なんでそんな落ちついてんの？」


　と、聞く。


　しかしそれにもレムルスはなにも言わずにこちらを見つめていて。


「もしかして俺が『瞳』の力を使う前に、止める自信がある？」


　それにやっと、レムルスが口を開く。


「いいや」


「じゃあ、俺に死なれても困らないとか？」


「困るよ」


「ならなんで焦あせらない？　俺には死ぬ覚かく悟ごがないと思ってんのか？」


「いやいや、君は平気で死ぬだろう。それもシオン君のためなら、あっさり命を捨てる」


「ならなんで……」


　するとそれに、レムルスが言った。


「いま死んだら、無む駄だ死じにだからだよ。いったい、君はなんのために死のうとしてる？　僕が頭のおかしい化物で怖いから、そいつの罠にかかるくらいなら死ぬって？　はっ、なんだそれ。それでなにが解決する？　誰だれが救われる？　シオン君か？　だが君が死んで、シオン君が救われるかどうかを確認したのか？　それともただ救われるんじゃないかなぁっていう想像で死ぬ気かい？」


「いや、それは……」


「もしそうなら、もういいよ。死ねよ。そんな頭の悪い──頭のおかしい、生きる覚悟すらない奴とは交こう渉しようする気になれない」


「いや、ええと」


「さっきも言ったけど、僕はこれに、命を賭かけてるんだ。いま、この間にも僕の命は呪のろいを維い持じするためにどんどん削られていってる。その僕に、君は命を捨てる覚悟を見せたつもりかい？」


「…………」


「吐ぬかすのもたいがいに……」


　が、それを遮さえぎって、


「いやいや、それはこっちのセリフだろうが」


　と、ライナは言った。


　レムルスのほうを見つめ、


「こっちはいきなりわけわかんねぇ化物に拉ら致ちされて、なんとかできねぇか必死なんだよ。おまけに力まで封ふうじられて、逃にげる方法もわかんない。で、ちゃんと会話しろだ？　できるわけねぇだろうが」


「そう？」


「そうだよ」


「じゃあ、きちんと状じよう況きようを説明したら、落ちついて僕と話をしてくれる？」


　と、レムルスが言う。


　そしてそれに、こういう会話の流れになるようにレムルスが誘ゆう導どうしたのを、感じた。


　急に怒おこったような態度を取り、ライナが落ちつくように仕向けたのを感じた。


　だから、ライナは再び玉座に座った。


　しかしそれはレムルスに説得されたからじゃない。


　レムルスの弱点を一つ、見つけたからだ。


　レムルスはいま、あきらかに焦ったのだ。ライナの行動に焦った。『瞳』の力を使って、死のうとしたライナの行動に焦った。


　つまり彼に死なれるのは、困るのだ。


　もしくは、『瞳』の力を使っても、死んだりしないのかもしれない。


　どちらにせよ、『瞳』の力を使えばレムルスにとって都合の悪いことが起きる──というのを確認できたので、


「……話は、聞くよ。だがちゃんと俺の質問に答えろ」


　と、ライナは言う。


　するとレムルスはこちらを見下ろして、まるでこちらの心の中を見み透すかしているかのように小さく笑って、


「……ちなみにライナ、いま、この会話の流れを誘導し、支配してるのはどっちだと思う？」


「あ？」


「急に落ちついたのは、僕の弱点を見つけたと思ったからだろう？　でも、見つけたと僕が君に思わせてるのかもしれないとは、考えない？」


「…………」


「あはは、その、顔」


「ってか、おまえと話すの、すーげー疲れんだけど」


「ふふふ」


「もういいから、話進めようぜ。まじで疲れてきたよ」


　と言うと、レムルスはうなずく。


「僕も」


「ならさっさとしろよ」


「脱だつ線せんしたのは君だけどねぇ。僕はシオン君を助ける方法を教えると言ったのに、信じようとしないから」


「おまえは信用できそうなポイントがまったくねぇだろが」


「でももう、聞く気になったろう？」


「…………」


「ということは結局、僕が会話をリードしてたのかなぁ？」


「…………」


「ちなみに言っとくと、実はその『瞳』を使っても、死んだりしないよ。気絶するだけ」


「なっ、てめぇ……」


「あははははははははははははははは、だけど死を賭としてまで君はシオン君を守ろうとした。ならきっと、僕の話は気に入るんじゃないかなぁ」


　と言いながら、レムルスはこちらから背後へと顔を向ける。そして空が広がっているほうへと目を向けて、


「あ、いくつか結界が揺ゆれてる」


「結界？」


「……役者が揃そろい始めた。時間ももうあまりないし、少し急いで話を進めようか」


　と、レムルスはこちらを向く。





　そしてやっと、話が始まった。





　それはこの世界、すべてについての話だった。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　その、塔とうの外側に、ルーク・スタッカートはたどりついていた。ラッツェルの糸を塔の外周に巻きつけ、気配を消している。


　だが、部屋の中にいる化物は、こちらの存在に気づいているようだった。


　球状の頭部の移動する無数の目の中の一つが、ずっとこちらを見ている。瞬まばたきもせずにこちらを見ている。


　それにルークは袖そでから、コインを取り出す。


　リューラ・リュートルーから貰もらった、『忘却神器ルール・フアジール』だ。そのコインは対象へと向けて投げ、一言合い言葉を言うだけで効果が発現するのだという。


　まあ、それがどんな効果なのかまでは詳くわしく話してくれなかったが、しかし、これ一つで、数十匹ぴきの『女め神がみ』を殺せると言っていたから、


「……効果があるとは、思うのですが」


　しかし、こちらに気づかれている状態で、その『忘却神器ルール・フアジール』による攻こう撃げきを、きちんと当てられるかどうかは、わからなかった。


　そもそもこのコインの効果範はん囲いがどういうものかも知らないのだ。もしかしたらよけられてしまうかもしれない。


　もしくはこの塔ごと吹ふっ飛とんで、自分も死んでしまうかもしれない。


　そばにいるライナ・リュートも巻き込んでしまう可能性もある。


「まあ、それは別にいいですが、でも……」


　とそこで突とつ然ぜん、彼が貼はり付いている塔の壁へき面めんの一部が歪ゆがむ。そしてそこに、瞳ひとみのようなものが生まれて、


「……やあルーク・スタッカート。待ってたよ。でも君の出番はもう少しあとだ。そのコインは使ってもらう予定だから、落とさないようにしっかり握にぎって、そこで見……」


　その言葉を遮って、ルークはラッツェルの糸を生みだす針をその瞳に突つき刺さす。


　だが言葉は止まらない。


　瞳には傷一つつかない。


「中には入れないよ。時間がくるまでニンゲンは入れない。だからゆっくり僕の話を聞いておけばいい。君には聞いておいて欲しいんだ。君の主あるじと、その親友の正体をね……」


　と、レムルスは言った。





　そしてレムルスと、ライナの会話が始まった。


　それはこの世界すべてについての話だった。


　世界の仕組みと、そして、シオン・アスタールが抱かかえる、苦く悩のうについての物語。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　さらに場所は少しだけずれる。


　レムルス帝てい国こくの首都エッテランの市街地。


　そこに途と方ほうに暮れたような顔で、ミルク・カラードは立っていた。


　彼女が見上げているのは塔だ。


　街の中心に建っている、尖せん塔とう。


　だがそこに、近付くことができない。いや、前に進むことはできるのだが、塔は一向に近付いてこない。


　塔を目指して進んでいるのに、なぜか塔の周りをぐるりと回ってしまって、塔との距きよ離りがまるで縮まない。


　それに、


「……幻げん術じゆつ」


　と、ミルクは顔をしかめて言う。


「それも私をたぶらかすほどの巨きよ大だいな幻術──いや、これ、私だけを狙ねらった幻術が動いてるでしょう？」


　と、彼女は周囲を見回す。


　自分を取り囲む魔ま力りよくの渦うずを見回す。


　数百万のニンゲンの命を犠ぎ牲せいにして生みだした、精せい霊れいの渦を見回す。


　その渦はミルクの目を惑まどわすように蠢うごめき回っていて。


　そして背後で、


「ミルク隊長」


　と、声があがる。


　リーレの声だ。


　それにミルクは振ふり返かえらないまま答える。


「なに？」


「これからどうしましょうか？」


　その問いに、彼女は答える。


「……う～ん、そうね。レムルスの幻術を解くために、少し大きな魔ま法ほうを使う。手伝ってくれる？」


　するとそれにリーレが、


「いえ、手伝うわけにはいきません」


「え？」


　さらにラッハが、


「そんなことよりこれ見てくださいよ。すごいですよ」


　続いてムーが、


「僕も僕も、これ、すごいでしょー？」


　なんて声をあげる。


　全部背後から。


　それにミルクが振り返ると、そこには仲間たちの姿がある。


　三人の、部下の姿。


　ラッハ、リーレ、ムーだ。


　そしてその三人、全員の胸から、紫むらさき色いろの腕うでが生えだしてきてしまっていて。


「うそ」


　と、ミルクは思わず、驚おどろきの声をあげてしまう。そんなはずがないのだ。三人にはレムルスの呪じゆ詛そが及およばないように、防護の魔法をかけてあったはずなのだ。


　なのにそれに、リーレが笑って、言う。


「これが噓うそじゃないんだなー」


　そして胸から生やした紫色の腕を伸のばして、こちらに襲おそい掛かかってこようとして、


「ああ、もう」


　ミルクは後方へと逃にげようとする。


　しかしそれにラッハが言う。


「逃げるとこの体の宿主を殺すよ」


　それにミルクがラッハのほうを見ると、胸から生やした紫色の腕が、ラッハ自身の首を絞しめ始めていて。


「くっ」


　ミルクは、動きを止める。


　するとリーレの胸から生えた腕が、彼女の腕をつかむ。


　さらにムーの腕も、彼女のもう片方の腕をつかんできてから、


「へー、すごいね。ほんとにニンゲンに心を喰くわれてるんだ……昔の君なら、ニンゲンが死んだところで気にもとめなかったろうに」




[image: ]


　それにミルクは言う。ムーのほうを見て、


「『這い神レムルス』？」


「そう」


「ふぅん。で、これはなんのつもりかしら？」


　と、ミルクは余よ裕ゆうの声で言う。それからつかまれた自分の腕が、どんどん紫色に染まっていくのを見る。だが、その程度の呪詛には、なんの意味もなかった。すぐに打ち消すことができる。体から消去し、さらには術者に呪のろいを跳はね返すことすら、できる。


　だから顔をあげて、言った。


「あなたごときの力で、私をどうにかできるとでも？」


　するとそれに、リーレが答える。


「いいえ、思ってませんよ。あなたを蹂じゆう躙りんするための呪じゆ術じゆつを用意する余裕はなかったので、あなたを止めることはできません」


「ならこれは、なんのつもり？」


「いや、なんというか、久ひさし振ぶりの再会だから派手に登場したいなーと思いまし……」


「馬ば鹿からしい」


　と、ミルクはリーレとムーの手を払はらう。と同時に、二人の胸から生えた腕も消し飛ばす。


　だが、今度は背中から腕が生えてきてしまって。


　少し離はなれた場所にいる、ラッハが言った。


「でもいまのあなたには、人ひと質じちが効く。ニンゲンに毒されたあなたには、人質に効果がある。あは、ははは、相変わらずマゾですよねぇ。人に心を喰われるのが好きだなんて」


　そう言いながら、しかし、ラッハの顔がどんどん、どす黒くなっていく。胸から生えた腕に首を絞められてしまって、顔から生気が失われていき。


　それにミルクは、言った。


「そのニンゲンを殺したら、私はおまえを許さない」


「あははははは」


「本気よ？　必ずおまえを殺す」


「あ～、怖こわい。怖いから、殺しませんよ。でも、その代わり少し、手伝ってくれませんかねぇ？」


「手伝う？」


「そう。というか、あなたはもう、僕がなにをしたいのか、薄うす々うすわかってるでしょう？」


「…………」


「僕はこれに、命を賭けてる。そしてもうすぐ僕の命は終わります。次のセットにはもう、僕の存在はない。この国に。この瞬しゆん間かんに、すべての命を喰わせたので」


　その言葉に、ミルクは目を細め、


「……そこまでして、いったいなにがしたい？」


「あはは、気づいてるくせに」


「おまえ、狂くるってるな」


「あなたもでしょう？」


「…………」


「もう、何度も何度も、気が遠くなるほど何度も、同じことを繰くり返すのは耐たえられない。だからここで僕が変えようと思いまして」


「…………」


「で、もし僕が変えられたら、褒ほめてくださいよ。醜みにくい『這はい神がみ』が、実は英えい雄ゆうだったって」


「…………」


「力のない『這い神』が、実は勇者だったんだーって」


　それに、ミルクは言った。


「私になにをして欲しい？」


　するとラッハの首を絞めていた腕が、離れる。そしてラッハの顔が嬉うれしそうに笑って、


「あは、協力してくれるんですか？」


「保証はできない。私の意思を、体を管理してるのは、もう私じゃないから」


「なら、あなたの中のニンゲンに頼たのんでください」


「なんて？」


「僕がライナとシオンを救うまで、ここで待ってくれ、と」


「…………」


「正直、その二人で手て一いつ杯ぱいなので、あなたに力を使ってられないんです。だからここで、しばらく見守ってくれって、頼んでくれませ……」


　が、そこで、ラッハの言葉が突とつ然ぜん止まった。


　そしてミルクの背後のほうへと向けて、


「あ、きた」


　と、言う。


　さらにリーレとムーも、同じ方向へと顔を向け、


「きた」


　と、言う。


「化物がきた」


　と、言う。


　そしてそれに、ミルクは振り返る。


　だがもう、振り返るまでもなかった。


　感じたから。


　力を、感じたから。


　周囲をすべて破は壊かいし尽つくし、黒く塗ぬり潰つぶしてしまうような、禍まが々まがしい力を感じたから。


　そしてその、黒い力が放たれているほうへと彼女は目を向けて。


「……『堕ちた黒い勇者シオン・アスタール』」


　と、小さく呟つぶやいた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　全身を闇が包む。


　呪いが自分の体を包み込んでいくのが、わかる。


　レムルスが這った呪いだ。


　あのバケモノが這り巡めぐらせた呪いだ。


　それはあまりに強大で、ここに長い時間いれば、なにもかもだめになってしまうのを、感じる。


　罠なのだ。


　すべてがこの日のために、精密に計算され尽くして、仕組まれていたのだ。


　そしてその罠にはまってしまえば、いままで信じてきたものが。


　いままで守ろうと必死に頑がん張ばってきたことが、なにもかも台無しになってしまうのが、わかる。


　だからここからすぐに離れる必要がある。


　ここを離脱する必要がある。


　この、呪われた地から。


　眼前に尖塔がそびえ、ニンゲンすべてが生いけ贄にえに捧げられてしまっている、狂った場所から。


　そしてその塔を見上げるように、シオン・アスタールは顔をあげる。


「…………」


　目の前にはやはり、呪いが満ち満ちている。それも、彼を犯すためだけに空間を埋め尽くしている呪いだ。


　ここにいてはいけない。


　ここから離れなければならない。


　全身がそう叫ぶ。


　本能が。


　細胞が。


　体を構成するすべてが逃げろと叫ぶ。


　なのに、


「……はは」


　彼は、笑っている。


　もう、抗することができないほど大きな呪いに囲まれて、しかし彼は、どういうわけか楽しそうに笑っている。


　そしてそのまま一歩前に進む。


　楽しそうに。


　嬉しそうに前に進む。


　そして彼は言った。


「……俺は、馬鹿だ……」


　呪いに包まれながら。


　しかしやはり楽しそうに、


「だから、おまえを助けにいくよ、ライナ」


　そう呟いて、彼は前に進んだ。
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　あとがき







　なんと、大伝もついに10巻です。


　でもって、最近は伝勇伝を書くとなんか、胸がきゅんとします。なんでかっていうと、僕が社会人になってからの大半を伝勇伝を書くことに費やしてきたわけなんですが、そのクライマックスがどんどん進んじゃうからです。


　終わりのない物語はないわけで、で、いま、この巻のあたりからは、いままで張っていた伏線がほぼ、全部回収されてしまうような勢いで物語が進み始めています。


　もちろんこんなに長い物語を、人気を保ったまま紡つむがせてもらえたのはひとえにみなさんの応援のおかげで。だからこそ、物語のクライマックスをものすげーーものにしよう！　と、たくさん気負ったり、でも終わりたくないなーと胸がきゅんとしたります。


　いや、まだ終わるわけじゃないんだけどね！


　でも、大伝も記念である10巻を迎え（プロットではこの巻で終わるはずだったのでした！　しかし終わってません！　それも全然終わってません！）、ええと、でも、伏ふく線せんの回収は始まります。ラストの話へと近付き始めています。


　なので、あらためてみなさんにお礼をさせてください。


　ありがとね！　そして最後まで、よろしくお願いしまーす！





　ほいで本編の話。


　表紙見てもらえばわかりますが、ついにこの話だよー！　そういう意味でも、こういうあとがきを書こうと思ってしまいました。伝勇伝11から大伝に入ること十冊。ついにこの表紙な話へ突入です！　こっから、盛りあがるぞー！





　でもってー、さらに伝勇伝は、いろんなところでもバリバリ盛りあがっていきます。アニメ終わってなお、さらに今年のほうが盛りあがっていくんじゃないかというほどの派手な展開です。なにがどうで、どうなっていくのか言いますと、このみなさんが手にしている『大伝10』巻の発売を皮切りに、伝説の勇者の伝説フェアが展開されまーす！


　もうね、立て続けに伝勇伝関連の本が、この本含めて四冊も発売されます。


　で、その全部を買って帯に書いてあるところに応募すると、全員プレゼントがあるぜ企画をしようぜ──！　と伝勇伝担当オークリーが企画しまして、僕は言いました。


「なにをプレゼントするの？」


「それは鏡さんたちが頑張るんですよ！」


「え────」


「全員プレゼントっていう、大企画です！　頑張ってください！」


「え────────」


「いやー、いまから楽しみです！　あ、原稿落としたら泣きますからね！」


「え─────────────」


　というわけで、なんか大企画なんだそうです。うへー。


　とりあえずその、応募のために必要な本の紹介をします。





　まずはこの本、『大伝10』でしょー！


　でもってそれから五日後の五月二十五日に、二冊同時に伝勇伝関連の漫画が発売されます！　まず一つ目！


　ヤングガンガン様で連載されている、『伝説の勇者の伝説Revision１』（ヤングガンガンコミックス）です。


　なんと今回、矢や町まち大たい成せい先生からイラストをいただいてしまったのでー。


　次のページに、ドーン！
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　なんか、ヤンガンで人気あるんだってー！　富士見書房ではない、スクウェア・エニックスという遠い地でも愛されていて、嬉しいです！


　やった！


　あと、みんな買ってね！


　そして中身はいったいどういう内容なのか！　Revisionの意味は────というのは、みんな買って中をお確かめください！　すっごいおもしろくて、かっこいいです！　爆笑もかなりあります。





　でもってさらに同日、ガンガンＯＮＬＩＮＥ様で連載中の『堕ちた黒い勇者の伝説２』（ガンガンＯＮＬＩＮＥコミックス）が、発売されます！


　こっちはついに、クラウとルークの出会いから、ローランド暗部時代のシーンに突入です。ほづみりやさんが堕ち伝を大好きで熱く描いてくれていて、大迫力の展開です。よろしくお願いします！


　そーしーて、またもやスクウェア・エニックス様から、応援イラストをもらったきたー！　もしかしたらもう、ここは富士見じゃないのかもしれない！（え───！）


　というわけで、これもドーン！
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　でもって最後に。


　再び富士見書房に戻りまして、ドラゴンエイジで連載中の『伝説の勇者の伝説』の７巻が、６月９日に発売です。


　ちょうどこのあとがきを書いてるときに、コミック『伝勇伝』を描いてくれている長なが蔵くらヒロコさんからメールがきました。


「鏡さーん！　フェリスの、『おまえが死んだら、寂しいだろうが』のシーンが、エイジの好きなシーンランキングで一位取ったよー！　感動です！」


　なんてメールがきたよ！（笑）


　なんてありがたいんだーってか、エイジでアンケート送ってくれてるみんな、ありがとー！


　ってかね、伝勇伝チームは本当に仲がよくて。


　スクウェア・エニックスの矢町さんやほづみさん、富士見の僕、とよたさん、長蔵さんでわーきゃー遊ぶ始末です。


　で、当然のように長蔵さんもイラストをくれました。


　これです！


　ドーン！
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　みんな、ありがとー！　というわけで、この四冊の本の帯を見てみてください。すると！　僕が原案書き下ろし、とよたさん、長蔵さん、ほづみさん、矢町さんがコミックを描き下ろす全員プレゼント小冊子が届きます！　プレゼント帯がついてる本だけの特典なので、みんななくなる前にゲットしてください！


　と、そんなこんなでー、告知は終わったかな。


　あ、そうだ、伝勇伝アニメのＤＶＤは毎月発売してるから、そちらもよろしくー！　そちらにも特典小説をバリバリ書いてます。いまそっちでは、アスルード・ローランドが剣で寂しがりの悪魔の瞳を貫いたところを書いてるよ！





　と、なんか全シリーズコミカライズされて、アニメにまでなって、伝勇伝はいったいどうなってしまうのか！


　でも、今年もマックスで盛りあがっていきますので、よろしくお願いしまーす。


　と、今回はページ数たくさんもらっていたはずなのだけど、みんなが素晴らしいイラストをくれたのでそろそろスペースがなくなってきましたー。


　なのであれです。次にお会いするのは、僕が展開しているもう一つのシリーズ『いつか天魔の黒ウサギ８』ですね。七月発売予定です。さらにその『いつ天』はなんと、七月からアニメも放映しちゃうよー！


　と、今年も僕は富士見に殺されそうです。


　うわー。


　なんて書いたら、担当オークリー＆キャサリンが言いました。


「殺されそうなんて人聞きの悪い。富士見は鏡さんを愛してるんですよ！」





　う、うわー（笑）








鏡貴也のツイッター　http://twitter.com/kagamitakaya/


鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ10


英雄と悪魔





鏡かがみ　貴たか也や
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